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創
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堀

内

隆

一
丁
そ

南アフリカ連邦結成と「和解」の創撮（堀内）

【
要
約
】
　
一
九
〇
一
一
年
、
第
二
次
南
ア
戦
争
が
終
結
す
る
と
、
ケ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
等
の
諸
地
域
間
で
は
政
治
統
合
の
気
運
が
高
ま
り
、
一
九

一
〇
年
、
南
ア
連
邦
が
成
立
し
た
。
本
稿
は
、
連
邦
成
立
を
白
人
間
の
文
化
統
合
と
把
握
し
、
白
人
間
の
「
和
解
駄
を
基
調
と
す
る
国
民
国
家
創
出
、
白

人
の
門
白
人
化
」
、
白
人
開
拓
者
の
政
治
文
化
、
と
い
う
三
つ
の
視
座
を
導
入
す
る
。
先
行
研
究
の
関
心
は
、
連
邦
結
成
論
の
起
源
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
に
偏
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
短
期
間
で
連
邦
結
成
が
実
現
し
た
理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
と
オ
ラ
ン
ダ
系
（
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
自
称
）
の
「
協
力
の

歴
史
」
が
存
在
し
た
ケ
ー
プ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
当
地
が
提
唱
す
る
「
和
解
」
は
、
と
く
に
～
大
「
国
民
」
運
動
と
し
て
の
「
連
邦
結
成
運
動
」
と
、

同
運
動
の
機
関
誌
『
ス
テ
イ
ト
漏
誌
と
を
通
し
て
、
南
ア
全
域
に
拡
大
し
た
。
こ
こ
に
確
立
し
た
表
象
は
、
～
九
九
闘
年
ま
で
白
人
国
家
と
し
て
存
立
す

る
こ
と
と
な
る
南
ア
国
家
に
お
い
て
も
、
文
化
統
合
の
基
本
装
置
と
な
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
五
巻
三
号
　
二
〇
〇
二
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

「
九
世
紀
半
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
（
以
下
、
南
ア
と
略
）
で
は
、
従
来
存
在
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
領
の
ケ
ー
プ
植
民
地
に
加
え
、
同
ナ
タ
ー
ル
植

民
地
、
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
（
ボ
ー
ア
人
。
世
紀
末
以
降
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
自
称
）
主
体
の
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
共
和
国
、
オ
レ
ン
ジ
自
由
国
が

次
々
と
成
立
し
た
。
世
紀
末
、
地
域
の
支
配
権
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
両
国
と
の
対
立
は
、
第
二
次
南
ア
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戦
争
へ
と
発
展
す
る
。
し
か
し
、
一
九
〇
二
年
、
戦
争
が
両
国
の
降
伏
と

独
立
喪
失
に
よ
っ
て
幕
を
と
じ
る
と
、
諸
地
域
間
で
は
政
治
統
合
の
気
運

が
高
ま
り
、
一
九
一
〇
年
、
南
ア
連
邦
が
成
立
す
る
。
同
連
邦
は
、
今
日

に
至
る
南
ア
国
家
の
歴
史
的
起
源
で
あ
り
、
ゆ
え
に
連
邦
結
成
過
程
は
、

南
ア
史
研
究
に
お
い
て
長
い
間
一
大
争
点
と
な
っ
て
き
た
。

　
南
ア
史
研
究
の
全
般
的
傾
向
を
反
映
し
て
、
連
邦
結
成
過
程
研
究
は
、

時
期
的
、
内
容
的
に
二
つ
の
立
場
　
　
リ
ベ
ラ
ル
史
学
と
ネ
オ
・
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
派
一
に
大
別
し
う
る
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
リ
ベ
ラ

ル
史
学
に
よ
る
と
、
結
成
過
程
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル

の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
指
導
者
（
J
・
C
・
ス
マ
ッ
ツ
等
）
、
連
邦
結
成
の
基
調

は
反
帝
国
主
義
、
ま
た
は
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
立
場
に
立
脚
し
た
研
究
の
典
型
例
で
あ
る
L
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、

連
邦
結
成
に
際
し
て
決
し
た
黒
人
選
挙
権
の
剥
奪
、
中
央
集
権
等
南
ア
国

家
の
非
民
主
的
性
格
が
、
一
九
四
八
年
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
成
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

遠
因
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
他
方
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
ネ
オ
・
マ

ル
ク
ス
派
に
よ
る
と
、
結
成
過
程
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー

ル
で
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
い
わ
ゆ
る
ミ
ル
ナ
ー
．

キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
）
、
連
邦
結
成
の
基
調
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
南
ア
支
配

の
確
立
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
M
・
レ
ガ
シ
ッ
ク
は
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
へ
と
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南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

通
じ
る
人
種
隔
離
体
制
の
確
立
を
、
次
い
で
、
S
・
マ
ー
ク
ス
＆
S
・
ト
ラ
ピ
ド
は
経
済
的
近
代
化
を
、
各
々
帝
国
支
配
の
確
立
に
帰
し
た
。

S
・
デ
ュ
ボ
ウ
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
を
上
位
に
戴
く
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
確
立
が
連
邦
結
成
の
眼
目
で
あ
る
、
と
し
て
い

④る
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
人
研
究
者
B
・
M
・
マ
グ
バ
ネ
、
日
本
人
研
究
者
市
川
の
関
心
も
、
リ
ベ
ラ
ル
史
学
、
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
派
の
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ス
系
砥
究
者
同
様
、
人
種
差
別
の
側
面
に
集
申
す
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
先
行
研
究
に
は
、
次
の
三
つ
の
視
座
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
に
、
先
行
概
究
は
、
白
人
間
の
「
和
解
し
を

基
調
と
す
る
国
民
国
家
創
出
、
と
い
う
視
座
を
欠
い
て
い
る
。
今
日
南
ア
は
、
ポ
ス
ト
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
期
に
あ
っ
て
、
人
種
間
の
「
和

解
」
を
基
調
と
す
る
国
民
国
家
創
出
を
焦
眉
の
課
題
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
先
行
研
究
は
、
現
在
の
南
ア
共
和
国
の
起
源
た
る
一
九
一
〇
年
の

連
邦
結
成
ま
で
遡
り
、
国
民
国
家
創
出
の
問
題
を
扱
う
姿
勢
が
希
薄
で
あ
る
。
連
邦
結
成
が
、
地
域
統
合
と
並
ん
で
、
第
二
次
南
ア
戦
争
に
お

い
て
頂
点
に
達
し
た
自
人
間
の
対
立
を
「
和
解
」
へ
と
導
く
目
的
を
有
し
て
い
た
事
態
は
、
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
先
行
研
究
は
、
白
人
の
「
百
人
化
」
、
と
い
う
視
座
を
欠
い
て
い
る
。
近
年
の
研
究
は
、
南
ア
の
世
紀
転
換
期
が
、
人
種
と
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
の
目
覚
ま
し
い
再
編
の
時
期
に
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
白
人
の
分
化
、
白
人
と
有
色
入
種
の
分
化
、
有
色
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

種
の
分
化
、
と
い
う
一
連
の
過
程
が
継
起
的
に
進
行
し
た
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
最
重
要
の
過
程
が
白
人
と
有
色
人
種
の
分
化

に
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
が
、
先
行
研
究
の
関
心
は
人
種
差
別
の
側
面
に
の
み
偏
り
、
「
給
人
化
」
へ
の
問
題
関
心
は
希
薄
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
先
行
研
究
は
、
白
人
開
拓
者
の
政
治
文
化
、
と
い
う
視
座
を
欠
い
て
い
る
。
近
年
、
植
民
地
の
政
治
文
化
と
植
聖
地
支
配
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

係
に
対
す
る
関
心
が
一
般
に
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
先
住
民
ば
か
り
で
は
な
く
白
人
開
拓
者
の
政
治
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

化
に
つ
い
て
も
、
研
究
が
緒
に
就
き
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
連
邦
結
成
に
つ
い
て
、
か
か
る
問
題
関
心
は
希
薄
で
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
末
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
ま
で
政
治
的
課
題
と
し
て
存
続
す
る
白
人
間
の
文
化
統
合
は
、
一
九
世
紀
末
の
ケ
ー
プ
植
民
地
に
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

源
を
有
し
、
二
〇
世
紀
初
め
、
連
邦
結
成
を
契
機
と
し
て
南
ア
全
域
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
決
定
的
局
面
た
る
世
紀
転
換
期
に
つ
い
て
、
先

行
研
究
の
関
心
は
希
薄
で
あ
る
。
世
紀
末
ケ
ー
プ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
D
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
、
文
化
統
合
を
担
っ
た
歴
史
家
G
・
M
・

3　（285）



シ
ー
ル
の
叙
述
を
検
討
し
で
い
る
が
・
史
学
史
的
関
心
に
終
始
し
・
時
代
背
母
影
響
等
の
考
察
を
単
価
・
ま
た
・
二
。
世
紀
初
め
の
時
期
に

関
す
る
先
行
研
究
の
関
心
は
、
先
述
し
た
通
り
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
に
偏
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
は
、
連
邦
結
成
と
同
時
に
進
行
し
た
、
白
人
開
拓
者
を
対
象
と
す
る
「
南
ア
意
識
」
創
出
の
問
題
を
探
る

こ
と
を
課
題
と
す
る
。
第
一
章
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
、
ナ
タ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
は
「
和
解
」
の
基
盤
と
は
言
い
難
い
こ
と
、
第
二
章
で

は
、
ケ
ー
プ
が
「
和
解
」
の
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
解
明
す
る
。
第
三
章
で
は
、
当
時
唯
～
の
、
南
ア
全
域
に
わ
た
る
定
期
刊
行
物

で
あ
っ
た
噸
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
表
象
分
析
を
進
め
た
い
。

4 （286）

①
南
ア
史
研
究
の
リ
ベ
ラ
ル
史
学
と
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
派
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
鳳
規
北
黒
黒
㎎
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テ
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〇
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置
鋤
巳

　
筈
Φ
空
も
。
o
o
h
ω
8
島
〉
鉾
言
出
冨
β
一
8
卜
⊃
山
⑩
δ
ド
§
ミ
壱
§
、
採
訪
愚
魯
ミ
蓉
N

　
駆
G
Q
（
一
り
④
“
）
．

⑤
じ
d
窓
．
ζ
帥
α
Q
白
蔓
p
§
恥
§
鳶
轟
駄
犠
肉
§
象
恥
§
魯
じ
d
藝
§
ぎ
博
ミ
織
謎
ミ

　
§
義
妹
書
S
執
§
駄
き
ミ
謎
き
凡
ミ
”
N
c
◎
蕊
∴
題
P
↓
話
艮
。
戸
一
㊤
り
①
層
竈
．

　
卜
。
0
一
－
ω
ω
ど
市
川
承
八
郎
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
と
南
ア
フ
リ
カ
隔
晃
洋
書
蕩
、

　
一
九
八
二
年
、
一
〇
四
1
＝
二
九
頁
。

⑥
例
え
ば
、
＜
■
じ
づ
ざ
謀
9
争
ω
露
岩
勲
ミ
曽
安
藝
§
蹴
調
法
§
N
㍗
亀
麩
聴
§

　
峯
無
。
識
ミ
い
G
§
鴨
§
§
N
h
Q
、
o
N
も
§
職
電
ミ
ミ
き
鼠
ミ
㌔
ミ
息
艦
ら
魯
N
O
Q
趨
－
N
め
亀
響

　
O
帥
茸
響
凱
σ
Q
ρ
6
⑩
O
．
邦
語
で
は
、
永
原
陽
子
「
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
ー

　
ナ
i
（
プ
ー
ル
人
）
」
『
史
学
雑
誌
輪
一
一
〇
1
八
（
二
〇
〇
一
年
）
。

⑦
例
え
ば
邦
語
で
は
、
栗
本
英
琶
・
井
野
瀬
久
美
恵
編
『
植
民
地
経
験
…
人
類

　
学
と
歴
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
触
人
文
書
院
、
～
九
九
九
年
。



⑧
南
部
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
、
例
え
ば
邦
語
で
は
、
北
川
勝
彦
「
白
人
移
民
社
会

　
の
形
成
と
帝
国
意
識
…
南
ロ
ー
デ
シ
ア
を
中
心
に
し
て
…
」
木
畑
洋
一
編

　
『
大
英
帝
国
と
帝
国
意
識
1
⊥
又
配
の
深
層
を
探
る
l
l
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

　
一
九
九
八
年
。

⑨
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
下
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
○
寄
鴇
。
。
訂
融

　
野
≦
答
斜
、
日
ぴ
Φ
一
〇
〇
b
っ
冒
コ
く
雪
力
δ
ぴ
①
①
o
犀
月
毎
。
㊦
艮
①
p
四
「
蛍
閏
Φ
。
・
島
く
巴
一
〇
〇
早

　
ω
一
毎
。
【
冒
σ
q
p
。
詳
篇
O
o
葺
⑦
G
噂
鋤
ゆ
び
Q
勺
β
げ
甥
。
累
亀
目
〇
⇒
巴
国
一
。
。
ε
H
《
ヨ
ω
〇
三
7
諺
鵠
＄
、
曽

　
き
ミ
謹
ミ
ミ
き
忌
亀
嵩
顛
笥
。
姥
ω
轟
（
磨
り
㊤
ω
）
．

⑩
U
■
ω
・
訂
⑦
包
①
さ
、
誤
⑦
穿
需
「
或
譲
ω
［
9
雪
m
ω
O
。
ざ
巳
巴
客
巴
。
暴
房
酔
”

　
0
8
お
①
ζ
o
O
餌
嬬
日
げ
Φ
巴
帥
巳
件
冨
ζ
蹄
ぎ
α
q
o
｛
ω
o
上
げ
》
盆
o
p
⇒
田
ω
ε
蔓
．
響

　
旦
ρ
嵐
碧
〔
甑
（
巴
シ
勲
盤
ミ
題
§
b
u
ミ
騎
詠
奪
督
鴨
議
ミ
亀
ミ
。
、
累
穿
隅
棚
恥
§
き
、
ヤ

　
o
ミ
駄
b
、
§
。
ミ
馬
§
甲
い
。
践
o
P
一
り
○
。
◎
以
下
も
経
済
史
的
関
心
に
終
始
す
る
。

　
ζ
．
円
四
日
碧
鐵
戸
Ω
ミ
N
沁
ぎ
譜
防
§
へ
導
鳴
○
§
鴨
嚢
ぎ
ミ
、
映
§
偽
§
§
ミ
O
o
N
・

　
o
緯
§
§
蹴
暮
鴨
9
四
二
ミ
義
塾
句
詠
℃
黛
§
〉
轡
。
当
駅
。
戸
6
0
①
「

第
【
章
　
白
人
開
拓
者
の
分
断

南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

　
二
〇
世
紀
初
め
ま
で
、
連
邦
結
成
以
降
南
ア
と
な
る
地
域
に
、
「
南
ア
人
」
と
い
う
横
断
的
カ
テ
ゴ
リ
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
白
人
開
拓
者

は
、
イ
ギ
リ
ス
系
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
二
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
、
ケ
ー
プ
、
ナ
タ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
の
四
つ
の
地

域
と
を
軸
と
す
る
分
断
状
況
に
あ
っ
た
。
表
一
は
一
九
一
　
年
の
人
口
を
、
表
二
は
同
年
の
白
人
の
宗
派
別
割
合
を
示
す
。
大
ま
か
に
判
断
す

る
と
、
表
二
の
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
は
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
を
、
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
イ
ギ
リ
ス
系
を
指
す
。
地
域
全
体
（
南
ア
連
邦
）
で

は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
が
優
位
に
立
っ
て
お
り
、
と
く
に
オ
レ
ン
ジ
で
は
優
位
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
反
対
に
ナ
タ
ー
ル
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
優

位
が
圧
倒
的
と
い
え
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
は
　
七
世
紀
半
ば
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
は
一
九
世
紀
初
め
以
降
、
各
々
南
ア
に
入
植
し
て
き
た
。
両
者
は
、
集
団
の

性
格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
系
は
＝
八
二
〇
年
の
入
植
者
」
の
失
敗
以
降
、
多
く
が
都
市
に
在
住
し
た
の
に
対
し

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
、
オ
ラ
ン
ダ
系
は
多
く
が
農
村
に
在
住
す
る
一
方
、
都
市
在
住
者
は
イ
ギ
リ
ス
化
し
た
。
こ
う
し
て
、
両
者
は
都
市
、
農
村
の
ラ
イ
ン
で
分

断
し
た
が
、
一
九
世
紀
末
、
オ
ラ
ン
ダ
系
が
言
語
と
宗
教
の
独
自
性
に
目
覚
め
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
自
称
し
は
じ
め
る
と
、
分
断
は
エ
ス
ニ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ク
な
様
相
を
も
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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表1 人口（1911年）

ケープ ナタール トランスヴァール オレンジ 計

白人 582，377 98，114 420，562 175，189 1，276，243

ネイティヴ 1，5ユ9，939 953β98 1，219，845 325，824 4，019，006

カラード 454，985 9，111 34，793 27，054 525，943

アジア人 7，664 133，420 lLOI2 107 152，203

計 2，564，965 1，194，043 1，686，212 528，174 5，973，394

出典）Thompson，　Unification，　p．486

　　　　　　　　　　　　　表2　宗派別割合（白人，19ユ1年）

ケープ ナタール トランスヴァール オレンジ 南ア連邦

オランダ改革派教会 58．31 12．54 48．52 78．75 54．37

他のプロテスタント 33．95 75．65 38．25 16．93 36．34

カトリック 3．87 7．49 5．01 L62 422

他のキリスト教 0．34 0．58 0．77 0．22 0．37

ユダヤ教他 3．53 3．74 7．45 2．48 4．7

出典）Thompson，　Umfication，　p．488

　
た
だ
し
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
の
偏
差
が
大
き
か
っ
た
。

と
く
に
、
ケ
ー
プ
と
他
の
地
域
と
は
、
事
情
が
大
き
く
異
な
る
。

　
四
地
域
の
内
、
二
〇
世
紀
初
め
の
時
期
に
関
す
る
先
行
研
究
の
関
心
は
、

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
に
偏
る
。
｝
九
〇
六
年
一
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政

府
が
、
第
二
次
南
ア
戦
争
以
降
直
轄
植
民
地
化
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
に
対
し
て
、
責
任
政
府
（
議
院
内
閣
制
の
自
治
権
）
の
授
与
を
宣
言

す
る
と
、
当
地
で
は
、
連
邦
結
成
論
が
二
つ
の
立
場
か
ら
展
開
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
。
第
一
の
立
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
④

ン
デ
ル
（
外
国
人
）
と
、
前
総
督
A
・
ミ
ル
ナ
ー
配
下
の
若
手
ス
タ
ッ
フ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
わ
ゆ
る
ミ
ル
ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
等
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立

場
に
よ
る
と
連
邦
結
成
と
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

下
に
と
ど
め
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
他
方
、
第
二
の
立
場
は
、
ア
フ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

カ
ー
ナ
の
ヘ
ッ
ト
・
フ
ォ
ル
ク
（
民
族
）
党
指
導
者
J
・
C
・
ス
マ
ッ
ツ

等
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
連
邦
結
成
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

国
の
南
ア
支
配
を
弱
体
化
す
る
こ
と
を
意
白
し
た
。
以
上
二
つ
の
立
場
は
、

だ
が
、
次
第
に
～
つ
の
動
き
に
収
敏
し
て
い
き
、
一
九
一
〇
年
の
地
域
統

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

合
の
基
盤
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
連
邦
結
成
の
基
本
要
件
を
地
域
統
合
、

「
和
解
」
の
二
つ
と
捉
え
る
と
き
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
が
「
和
解
」
の

基
盤
で
あ
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
当
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
ア
ブ
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南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

リ
カ
ー
ナ
の
対
立
の
土
壌
を
内
包
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
対
立
の
一
因
は
、
第
二
次
南
ア
戦
争
に
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
側
の
ゲ
リ
ラ
戦
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
焦
土
作
戦
、
強
棚
収
容
所
政
策
等
は
、
両

者
間
、
ま
た
は
両
者
の
内
部
に
深
い
傷
を
残
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
戦
争
以
降
、
南
ア
全
域
で
散
見
し
う
る
が
、
主
戦
場
で
あ
っ
た
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ス
ヴ
ァ
ー
ル
で
は
と
く
に
甚
だ
し
か
っ
た
。
例
え
ば
、
当
地
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
E
・
マ
レ
ー
は
、
戦
争
が
引
き
起
こ
し
た

ア
フ
リ
カ
ー
ナ
内
部
の
対
立
に
つ
い
て
、
「
…
…
憎
悪
の
感
情
は
、
海
ほ
ど
も
深
く
、
地
球
ほ
ど
も
広
い
。
…
…
こ
う
し
た
人
々
が
わ
れ
わ
れ

の
名
誉
あ
る
名
前
を
汚
し
た
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
を
、
感
情
の
根
底
か
ら
憎
悪
す
る
。
許
す
の
は
お
ろ
か
、
忘
れ
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ

　
　
　
⑪

る
。
…
…
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

　
対
立
の
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
が
独
立
を
喪
失
し
、
帝
国
の
直
轄
植
民
地
化
し
て
い
た
一
九
〇
ニ
ー
五
年
の
時
期
に
あ

る
。
当
時
の
総
督
ミ
ル
ナ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
化
政
策
を
実
行
に
移
す
。
こ
の
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
移
民
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
の
人
口
比
を
イ
ギ
リ
ス
系
優
位
に
逆
転
す
る
こ
と
と
、
英
語
教
育
の
推
進
に
よ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
民
族
性
を
破
壊
す
る
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
目
的
と
し
て
い
た
。

　
歴
史
教
育
に
つ
い
て
も
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
民
族
性
の
基
盤
で
あ
る
「
南
ア
フ
リ
カ
史
」
を
排
し
、
「
世
界
史
〕
を
重
視
す
る
姿
勢
が
明
確

化
す
る
。
ミ
ル
ナ
ー
は
早
く
も
一
九
〇
〇
年
、
「
…
…
わ
た
し
は
、
学
校
の
歴
史
の
読
本
を
と
く
に
重
視
し
ま
す
。
良
質
の
世
界
史
に
は
価
値

が
あ
り
ま
す
。
今
日
子
ど
も
達
は
、
南
ア
フ
リ
カ
史
し
か
教
わ
っ
て
お
ら
ず
、
あ
と
は
せ
い
ぜ
い
、
ほ
ん
の
少
し
の
イ
ギ
リ
ス
史
を
教
わ
る
ば

か
り
で
す
。
…
…
南
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
達
の
目
を
南
ア
フ
リ
カ
の
外
に
向
け
、
世
界
を
認
識
さ
せ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
平
和
を
保
証
し
ま

す
。
彼
ら
の
目
を
南
ア
フ
リ
カ
の
み
に
（
つ
ま
り
、
彼
ら
の
歴
史
の
読
み
物
を
、
例
え
ば
、
デ
ィ
ン
ガ
ー
ン
の
日
〔
オ
ラ
ン
ダ
人
が
ズ
ー
ル
ー
入

と
の
戦
闘
で
大
勝
し
た
一
八
三
八
年
一
二
月
一
六
日
〕
、
マ
ジ
ュ
バ
〔
～
八
八
一
年
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
第
一
次
南
ア
戦
争
で
大
勝
し
た

戦
場
〕
、
…
…
に
）
束
縛
し
、
固
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
〔
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
〕
の
民
族
性
を
保
証
し
、
更
な
る
軋
櫟
を
生
み

　
　
　
　
　
　
⑬

出
し
ま
す
。
…
…
」
と
記
し
た
。
総
督
府
は
、
M
・
B
・
シ
ン
グ
『
世
界
の
物
語
』
を
「
学
校
の
歴
史
の
読
本
」
に
採
用
す
る
。
同
書
は
、
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「
大
海
の
海
岸
に
て
」
、
「
新
世
界
の
発
見
」
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覚
醒
」
、
「
制
海
権
の
獲
得
競
争
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
成
長
」
の
五
巻
か
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
、
創
世
記
に
は
じ
ま
っ
て
現
在
ま
で
の
、
西
洋
世
界
の
拡
大
の
歴
史
を
扱
っ
た
。
素
材
と
し
て
の
南
ア
は
、
拡
大
の
一
局
面
と
し
て
は
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
が
、
独
立
し
た
主
題
と
し
て
は
登
場
し
な
い
。

　
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
化
政
策
に
対
し
て
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
反
発
は
激
し
か
っ
た
。
一
九
〇
二
年
頃
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
民
族
教
育
運
動
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
九
〇
六
年
頃
よ
り
第
二
次
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
普
及
運
動
が
、
相
次
い
で
大
き
く
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　
歴
史
教
育
に
対
す
る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
自
覚
も
高
ま
っ
た
。
第
二
次
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
普
及
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
G
・
プ
レ
ラ
ー
は
一

九
〇
六
年
、
「
…
…
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
は
自
分
達
の
歴
史
と
、
そ
の
正
真
正
銘
の
真
実
と
を
と
ら
れ
ま
い
と
用
心
し
て
い
る
。
他
の
者
が
こ
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

史
を
教
え
る
こ
と
を
許
す
は
ず
が
な
い
。
…
…
」
と
記
し
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
二
〇
世
紀
初
め
の
時
期
は
、
と
く
に
第
二
次
南

ア
戦
争
の
問
題
が
焦
点
化
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
軍
の
強
制
収
容
所
で
死
ん
で
い
っ
た
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
女
性
達
を
称
え
る
べ
く
、
記
念
碑
の
建
立
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

動
が
巻
き
起
こ
り
、
　
九
〇
八
年
に
は
、
詩
人
ト
テ
ィ
ウ
ス
（
牧
師
」
・
D
・
デ
ュ
・
ト
ワ
）
が
詩
集
『
記
念
碑
に
て
』
を
世
に
出
し
た
。

　
ナ
タ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
も
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
と
同
様
に
、
「
和
解
」
と
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
ま
ず
ナ
タ
ー
ル
で
は
、
表
一
、
二
が
示
す

通
り
、
人
口
構
成
の
特
異
性
が
際
立
つ
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
は
、
白
人
内
部
で
は
圧
倒
的
多
数
派
を
占
め
た
が
、
有
色
入
種
を
含
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

全
体
で
は
圧
倒
的
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
タ
ー
ル
の
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
は
、
一
方
で
ズ
ー
ル
ー
人
の
バ
ン
バ
タ
蜂
起
、
ガ
ン
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ー
の
イ
ン
ド
人
地
位
向
上
運
動
等
有
色
人
種
の
抵
抗
に
、
他
方
で
ケ
ー
プ
と
の
対
立
関
係
に
直
面
し
て
い
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル

「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
に
よ
る
ナ
タ
ー
ル
支
配
へ
の
恐
怖
に
も
お
の
の
い
て
い
勧
・
結
果
当
地
で
は
・
イ
ギ
リ
ス
系
の
ジ
ン
ゴ
イ
ズ
ム
（
熱
狂
的
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

国
主
義
）
が
台
頭
す
る
。
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
農
村
部
と
同
様
に
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
た
オ
レ
ン
ジ
も
、
対
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

土
壌
を
内
包
し
て
い
た
。

　
以
上
小
配
す
る
と
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
は
地
域
統
合
の
基
盤
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
が
、
「
和
解
」
の
基
盤
と
は
美
い
難
い
。
ま
た
、
ナ

タ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
も
「
和
解
」
の
基
盤
と
は
雷
い
難
い
。
三
地
域
は
対
立
の
土
壌
を
内
包
し
て
お
り
、
「
和
解
」
を
切
実
に
必
要
と
し
て
い
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を
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。

　
…
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マ
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…
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を
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た
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南
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フ
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に
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現
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な
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…
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れ
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ま
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～
七
日
付
の
『
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タ
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ル
・
ウ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
』
紙
は
、

　
「
…
…
ア
フ
リ
カ
の
海
岸
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
恥
ず
か
し
く
も
、
汚
辱
の
旗

　
を
た
た
ん
で
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
記
憶
は
苦
々
し
く
も
、
恐
ろ
し
い
マ
ジ
ュ
バ
の

　
名
で
満
ち
満
ち
て
い
る
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
人
の
自
慢
で
あ
っ
た
人
種
、
出
生
の

　
誇
り
高
さ
は
、
軍
勢
の
剛
勇
を
通
し
て
再
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
」
と
記
す
。
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一
八
九
二
年
二
月
二
日
付
の
欄
南
ア
フ
リ
カ
入
㎞
紙
は
、
門
…
…
真
実
は
真
実

　
で
あ
り
、
覆
い
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ケ
ー
プ
と
オ
レ
ン
ジ
は
別
物
で
あ
る
。

　
オ
レ
ン
ジ
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
は
ケ
ー
プ
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
は
違
う
。
…
…
植
民

　
地
は
槌
民
地
な
の
だ
！
　
オ
レ
ン
ジ
は
共
和
国
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
ま
わ

　
り
に
は
自
由
の
風
が
吹
き
、
頭
上
に
は
独
立
オ
レ
ン
ジ
の
旗
が
棚
引
く
。
ケ
ー
プ

　
で
は
、
自
由
に
飢
え
た
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
が
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
の
大
き
く
、
や
わ
ら

　
か
い
翼
の
下
に
い
る
。
…
…
」
と
、
オ
レ
ン
ジ
の
ア
ブ
り
カ
ー
ナ
の
声
を
紹
介
す
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。
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南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

第
二
章
　
ケ
ー
プ
ー
「
和
解
」
の
基
盤
－

　
連
邦
結
成
の
基
盤
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
関
心
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
に
偏
る
。
し
か
し
、
第
二
次
爾
ア
戦
争
終
結
よ
り
わ
ず
か

八
年
で
連
邦
結
成
が
実
現
し
た
理
由
は
、
引
き
続
き
白
人
間
対
立
が
深
刻
で
あ
っ
た
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
を
通
し
て
は
解
明
で
き
な
い
。
こ
こ

に
、
ケ
ー
プ
に
注
目
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

　
ケ
ー
プ
の
状
況
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
と
は
好
対
照
を
成
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ま
ず
ケ
ー
プ
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
よ
う
に
連
邦

結
成
論
の
起
源
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
五
四
年
の
代
表
政
府
（
立
法
権
）
授
与
、
一
八
七
一
年
の
責
任
政
府
授
与
を
経
た
結
果
、
当
地
で

は
地
域
主
義
の
根
が
深
く
、
他
地
域
と
の
政
治
統
合
に
対
す
る
抵
抗
感
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
二
年
、
四
地
域
の
中
央
集
権
的
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

合
の
第
一
段
階
と
し
て
、
ミ
ル
ナ
ー
が
ケ
ー
プ
の
自
治
停
止
を
画
策
し
た
と
き
、
ケ
ー
プ
政
界
は
猛
反
発
し
、
画
策
を
陽
止
し
た
。
し
か
し
、

「
和
解
」
の
問
題
に
目
を
転
じ
る
と
、
様
相
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ケ
ー
プ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
「
協
力
の
歴

史
」
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
想
像
の
産
物
と
し
て
の
「
協
力
の
歴
史
」
は
、
一
九
世
紀
末
成
立
す
る
。
～
八
九
〇
1
六
年
、
植
民
地
首
相
を
務
め
た
C
・
」
・
ロ
ー
ズ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
同
盟
の
存
在
は
支
持
基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
、
ケ
ー
プ

植
民
地
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
に
対
す
る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
協
力
の
度
合
い
は
、
地
域
的
、
階
層
的
偏
差
が
大
き
か
っ
た
。
問
題
の
背
景
と
し
て

は
、
イ
ギ
リ
ス
化
の
程
度
の
偏
差
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
一
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ー
プ
支
配
が
確
定
し
、
以
降
オ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ダ
系
住
民
は
多
岐
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
化
の
影
響
を
蒙
っ
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
都
市
在
住
者
の
様
相
は
同
化
に
近
か
っ
た
が
、
内
陸
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

牧
羊
農
民
は
、
言
語
と
宗
教
の
独
自
性
を
相
当
程
度
保
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
　
年
一
一
月
＝
ハ
日
付
の
『
グ
ラ
！
フ
・
ラ
イ
ネ
ッ
タ
ー
』

紙
は
、
牧
羊
農
民
の
側
に
立
っ
て
、
「
…
…
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
か
ら
遠
の
け
ば
遠
の
く
ほ
ど
、
ロ
ー
ズ
に
欺
か
れ
る
人
間
は
少
な
く
な
る
。
両
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

和
国
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
自
由
な
ト
レ
ッ
カ
ー
〔
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
移
動
生
活
者
〕
の
心
の
高
鳴
り
は
熱
く
な
る
。
…
…
」
と
記
す
。
ロ
i
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ズ
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
偏
差
を
解
消
し
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
を
均
し
く
文
化
統
合
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
八
九
一
年
、
植
民
地
政
府
は
、
G
・
M
・
シ
ー
ル
に
「
植
民
地
修
史
官
」
の
称
号
を
与
え
、
修
史
事
業
を
担
わ
せ
た
。
か
く
し
て
、
単
一

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
偏
し
な
い
、
と
は
い
っ
て
も
イ
ギ
リ
ス
系
の
優
位
を
前
提
と
し
た
、
白
人
共
通
の
「
開
拓
者
の
歴
史
」
が
成
立
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ー
プ
支
配
確
定
に
つ
い
て
、
シ
ー
ル
は
、
「
…
…
征
服
者
と
被
征
服
者
は
同
じ
人
種
だ
っ
た
の
で
、
ケ
ー
プ
植
民
地
が
イ
ギ
リ

ス
軍
に
降
伏
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両
派
は
和
解
し
た
。
全
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
中
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
北
部
の
住
民
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
も
っ
と
も
血
縁
的
に
近
い
の
で
あ
る
。
…
…
」
と
記
す
。
人
種
主
義
の
援
用
に
よ
っ
て
、
対
立
の
歴
史

は
背
景
化
し
、
「
協
力
の
歴
史
」
の
み
が
浮
上
す
る
。

　
こ
う
し
た
シ
ー
ル
の
「
開
拓
者
の
歴
史
」
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
影
響
関
係
の
考
察
を
欠
く
。
世
紀
末
ケ
ー
プ
に
お
い
て
、
「
開
拓
者
の

歴
史
」
は
正
史
と
し
て
　
定
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
シ
ー
ル
は
、
最
初
の
入
植
者
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ベ
ッ
ク
を
、
白
人
開
拓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

者
共
通
の
父
祖
と
し
て
称
揚
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
一
八
九
九
年
、
ロ
ー
ズ
等
の
出
資
に
よ
り
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
・
ア
ダ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

通
り
に
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ベ
ッ
ク
像
が
完
成
し
た
。
ま
た
植
民
地
政
府
は
、
シ
ー
ル
の
類
書
を
学
校
の
歴
史
の
読
本
に
採
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
特
筆
す
べ
き
は
、
シ
ー
ル
の
影
響
が
第
二
次
南
ア
戦
争
時
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
と
の
戦
い
の
只
中
に
あ
っ
た
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の

イ
ギ
リ
ス
系
陣
営
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ト
ラ
ン
デ
ル
の
作
家
、
鉱
業
家
、
政
治
家
で
あ
る
J
・
P
・
フ
ィ
ッ
ツ

　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

バ
ト
リ
ッ
ク
は
、
著
書
『
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
内
側
か
ら
』
（
～
八
九
九
年
）
に
お
い
て
、
シ
ー
ル
を
引
用
し
て
南
ア
史
を
振
り
返
っ
た
。
同

書
は
、
戦
争
に
対
す
る
ア
イ
ト
ラ
ン
デ
ル
の
立
場
を
開
陳
す
る
。
ま
た
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
中
心
人
物
で
あ
る
L
・
カ
ー
テ
ィ
ス
は
一
九

〇
〇
年
、
故
国
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
に
宛
て
て
、
シ
ー
ル
の
読
書
案
内
を
し
た
あ
と
、
「
…
…
ボ
ー
ア
人
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
彼
ら
が

人
間
と
し
て
～
層
優
れ
て
い
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
枝
葉
を
付
け
ず
地
中
に
根
を
伸
ば
し
続
け
る
樫
の
木
の
よ
う
で
す
。

　
⑭
…
…
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
引
用
箇
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
協
力
を
意
図
す
る
シ
ー
ル
の
狙
い
通
り
と
も
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

シ
ー
ル
自
身
、
第
二
次
南
ア
戦
争
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
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南アフリカ連邦結成とジ和解」の創tli（堀内）

　
以
上
の
経
緯
を
反
映
し
て
、
戦
争
が
終
結
す
る
と
ケ
ー
プ
の
政
治
家
は
、
原
住
民
問
題
を
理
由
と
す
る
「
和
解
」
、
の
提
唱
者
と
し
て
登
場

す
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
系
自
由
主
義
者
の
J
・
X
・
メ
リ
マ
ン
は
一
九
〇
二
年
、
「
…
…
当
然
ご
承
知
の
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
あ

ら
ゆ
る
つ
ま
ら
な
い
口
論
の
下
に
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
深
い
感
銘
を
与
え
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
原
住
民
の
問
題
が
存
在
し
ま
す
。
こ

の
人
々
は
将
来
武
装
し
、
白
人
に
対
し
て
戦
い
を
挑
み
、
く
り
返
し
襲
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
ら
か
ら
武
器
を
と
り
上
げ
、
教
訓
に
学
ば
な
い

よ
う
に
諭
す
の
は
困
難
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
敗
北
し
、
退
却
す
る
の
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
種

の
二
大
勢
力
の
和
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
思
い
を
全
て
の
分
別
あ
る
人
民
が
抱
く
の
は
、
原
住
民
問
題
の
ま
す
ま
す
切
迫
す
る
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

要
性
に
よ
っ
て
で
す
。
…
…
」
と
記
す
。

　
こ
う
し
た
ケ
ー
プ
の
、
「
和
解
」
と
人
種
主
義
の
提
唱
者
と
し
て
の
役
割
は
、
先
行
概
究
が
軽
視
し
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
、
こ
の
一
対
の
表
象
は
繰
り
返
し
登
場
し
、
連
邦
結
成
と
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
へ
と
通
じ
る
人
種
隔
離
体
制
の
確
立
と
を
促
進
し
た
。

　
　
九
〇
五
年
、
中
国
人
労
働
者
導
入
問
題
に
つ
ま
ず
き
ミ
ル
ナ
ー
が
失
脚
す
る
と
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
自
人
間
対
立
は
転
機
を
迎
え
る
。

ミ
ル
ナ
ー
は
離
任
に
際
し
て
、
「
…
…
イ
ギ
リ
ス
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
南
ア
フ
リ
カ
が
協
力
し
合
う
帝
国
国
家
へ
の
忠
誠
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
て
結
合
し
ま
す
。
…
…
真
の
帝
国
主
義
者
は
最
良
の
南
ア
フ
リ
カ
人
で
も
あ
る
の
で
す
。
…
…
」
と
発
言
し
、
「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
の
問
題
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
配
慮
を
明
確
に
し
た
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
こ
う
し
た
配
慮
を
引
き
継
ぎ
、
「
親
ボ
ー
ア
」
政
策
を
提
唱
、
ま
た
、
ス
マ
ッ
ツ
も
「
和
解
」

　
　
　
　
⑳

政
策
に
転
じ
、
連
邦
結
成
が
具
体
的
日
程
に
上
り
は
じ
め
る
。

　
南
ア
連
邦
結
成
過
程
の
際
立
つ
特
徴
は
、
一
部
政
治
家
の
行
動
と
し
て
進
行
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
大
「
国
民
」
運
動
「
連
邦
結
成
運

動
」
と
し
て
も
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
運
動
に
対
す
る
先
行
研
究
の
注
目
度
は
総
じ
て
低
く
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
事
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
て
の
言
及
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
だ
が
、
大
多
数
の
隣
人
「
国
民
」
が
こ
う
し
た
形
で
政
治
参
画
面
る
の
は
南
ア
史
上
初
め
て
の
事

態
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
有
し
た
意
義
は
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
運
動
を
通
し
て
、
「
和
解
」
は
南
ア
全
域
に
拡
大
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
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「
連
邦
結
成
運
動
」
は
、
「
国
民
」
の
中
か
ら
完
全
に
自
生
的
に
成
立
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
　
に
、
運
動
を
立
案
し
た
の
は
キ
ン
ダ
ー

ガ
ル
テ
ン
で
あ
っ
た
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
一
人
P
・
カ
ー
は
一
九
〇
七
年
九
月
半
ば
、
故
国
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
に
宛
て
て
、
「
…
…
多
く

の
（
実
際
に
は
少
し
の
）
公
の
議
論
も
な
い
の
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ば
か
り
が
主
導
す
る
連
邦
体
制
、
と
い
う
危
険
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

…
…
」
と
書
き
送
る
。
ま
た
、
各
地
各
層
の
支
持
を
集
め
て
初
め
て
連
邦
結
成
が
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
質
的
達
成
の
た
め
に
は
国
民
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
共
通
認
識
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
認
識
に
立
っ
て
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
は
運
動
立
案
の
役
割

を
担
う
。
一
九
〇
八
年
一
〇
月
、
運
動
の
全
国
組
織
で
あ
る
連
邦
結
成
協
会
連
合
が
成
立
し
た
と
き
、
メ
ン
バ
ー
の
カ
ー
テ
ィ
ス
は
幹
事
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

｝
人
と
し
て
、
P
・
ダ
ン
カ
ン
は
機
関
誌
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
各
々
執
行
部
入
り
し
た
。

　
第
二
に
、
運
動
の
展
開
に
際
し
て
は
、
南
ア
の
政
治
家
が
深
く
関
与
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
八
年
五
月
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
最
初
の
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
成
協
会
が
誕
生
し
た
と
き
、
会
長
に
は
ケ
ー
プ
植
民
地
元
首
相
の
W
・
P
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
が
就
任
し
た
。
一
九
〇
九
年
三
月
に
は
総
数
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

六
〇
以
上
に
達
し
た
各
地
の
協
会
で
も
、
地
元
の
政
治
家
が
幹
部
に
就
任
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
連
邦
結
成
協
会
連
合
で
も
、
会
長
に
は
シ

ュ
ラ
イ
ナ
ー
が
、
副
会
長
に
は
、
各
々
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
、
ケ
ー
プ
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
指
導
者
で
あ
っ
た
L
・
ボ
ー
タ
、
F
・
S
・
マ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
二
人
が
就
任
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
運
動
の
立
案
と
展
開
は
、
総
じ
て
上
か
ら
の
動
き
で
あ
っ
た
。
規
約
を
見
る
と
、
連
邦
結
成
協
会
連
合
の
組
織
自
体
中
央

　
　
　
　
　
⑳

集
権
的
で
あ
る
。
他
方
、
連
邦
結
成
協
会
の
日
常
的
活
動
は
、
講
演
会
の
開
催
、
定
例
会
で
の
学
習
と
討
論
等
、
会
員
の
幅
広
い
参
加
を
前
提

と
し
て
い
た
。
運
動
の
文
書
は
、
「
…
…
連
邦
結
成
協
会
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
連
邦
結
成
の
大
義
の
た
め
に
何

事
か
を
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
協
会
が
提
供
す
る
文
献
を
読
み
、
会
合
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
の
体
制
が
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
る
問
題
を
理
解
す
る
準
備
が
各
々
に
で
き
る
。
誰
も
が
他
の
人
を
勧
誘
し
、
連
邦
結
成
の
重
要
性
に
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
…
…
」
と
記
す
。
日
常
的
活
動
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ケ
ー
プ
内
陸
部
の
ク
ラ
ド
ッ
ク
協
会
は
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
の
定
例

会
に
お
い
て
、
連
邦
結
成
協
会
連
合
成
立
の
報
告
に
引
き
続
き
、
「
連
邦
結
成
は
農
民
に
い
か
に
影
響
す
る
か
」
と
題
す
る
講
演
、
討
論
を
行
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南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

　
　
　
⑲

っ
て
い
る
。
同
市
近
郊
は
牧
羊
が
盛
ん
で
、
生
産
農
家
は
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
同
盟
の
非
主
流
派
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
非
協
力
派
の
堅
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

支
持
基
盤
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

　
協
会
の
活
動
と
し
て
は
、
講
演
会
、
定
例
会
の
テ
キ
ス
ト
作
り
も
兼
ね
た
出
版
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ィ
ス
が
執
筆
し
た
『
南
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

リ
カ
の
政
府
』
（
一
九
〇
八
年
）
は
、
関
税
、
鉄
道
、
港
湾
等
の
具
体
的
政
策
課
題
に
即
し
て
、
連
邦
政
府
の
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
た
。
ま
た
、
法

律
家
B
・
K
・
ロ
ン
グ
の
『
連
邦
の
枠
組
憾
（
同
年
）
は
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
等
の
先
例
に
学
ん
で
、
連
邦
政
府
の
機
構

　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
つ
い
て
提
言
し
た
。
潔
斎
に
共
通
す
る
の
は
、
中
央
集
権
志
向
で
あ
る
。
連
邦
政
府
が
採
る
べ
き
体
制
は
中
央
集
権
か
地
方
分
権
か
、
が
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

議
と
な
る
な
か
、
両
書
は
前
者
を
是
と
し
、
世
論
を
地
域
統
合
に
誘
導
し
た
。
し
か
し
、
連
邦
結
成
協
会
の
出
版
物
と
し
て
は
、
運
動
の
…
機
関

誌
で
あ
り
、
当
時
唯
一
の
、
南
ア
全
域
に
わ
た
る
定
期
刊
行
物
で
あ
っ
た
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
が
群
を
抜
く
。
中
央
集
権
的
地
域
統
合
を
訴
え
る

『
南
ア
フ
リ
カ
の
政
府
』
と
『
連
邦
の
枠
組
』
に
対
し
て
、
同
誌
は
「
和
解
」
を
訴
え
た
。

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
月
刊
で
、
刊
行
時
期
は
一
九
〇
九
年
一
月
－
一
二
年
一
二
月
の
四
年
間
に
わ
た
っ
た
。
週
刊
紙
と
す
る
構
想
は
、
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

不
足
の
た
め
潰
え
て
い
る
。
発
行
地
は
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
二
ヶ
所
で
あ
り
、
発
行
部
数
は
、
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

潮
が
目
立
っ
た
～
九
一
一
年
の
時
点
で
毎
号
三
〇
〇
〇
部
で
あ
る
。
同
年
の
白
人
人
口
～
二
八
万
人
と
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
識
字
率
が
低
い

こ
と
、
当
時
最
大
の
日
刊
紙
の
一
つ
『
ケ
ー
プ
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
発
行
部
数
が
毎
号
三
五
〇
〇
部
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
一
定
の
影
響
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

有
し
え
た
と
い
え
よ
う
。
購
読
者
は
、
ケ
ー
プ
と
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
で
全
体
の
八
割
を
占
め
た
が
、
販
売
拠
点
は
ロ
ー
デ
シ
ア
ま
で
広
が
っ

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
い
た
。
当
時
ロ
ー
デ
シ
ア
は
、
連
邦
に
加
わ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
初
期
に
は
、
英
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
の
二
言
語
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

刊
行
が
実
現
し
た
が
、
や
は
り
資
金
不
足
の
た
め
七
号
で
途
絶
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
、
「
非
人
種
的
〔
イ
ギ
リ
ス
系
で
も
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
で
も
な
い
、
の
意
〕
、
非
党
派
的
」
立
場
を
標
榜
し
て
い
た
。
同
誌
の
際

立
つ
特
徴
は
、
創
刊
の
辞
「
連
邦
結
成
運
動
」
に
確
認
で
き
る
。
「
…
…
今
日
、
わ
れ
わ
れ
は
単
一
の
国
民
で
は
な
い
し
、
…
…
そ
う
な
る
こ

と
は
期
待
で
き
な
い
。
し
か
し
、
国
民
が
骨
組
み
さ
れ
肉
付
け
さ
れ
る
用
意
は
あ
り
、
い
ま
、
全
国
会
議
〔
連
邦
結
成
の
た
め
の
各
地
域
代
表
者
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表3 記事の分類（1909年）

jAN， F盆B． MA殺， APR， MAY JUN． JUL． AUG． SEP， OCT、 NOV． D£C． 計

論説 5 5 4 6 4 4 4 7 3 0 1’ 3 46

エッセイ 2 3 3 3 4 4 4 3 6 8 8 6 54

創作 1 2 2 3 3 2 4 3 1 6 3 4 34

計 8 10 9 12 11 10 12 13 10 14 12 13 134

会
議
。
一
九
〇
八
年
一
〇
月
1
0
九
年
五
月
、
ナ
タ
ー
ル
の
ダ
ー
バ
ン
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
の
ブ
ル
ー
ム
フ
ォ
ン
テ
イ

ン
と
三
次
に
わ
た
っ
て
開
催
〕
の
参
加
者
は
…
…
枠
組
創
り
に
従
事
し
て
い
る
。
〔
だ
が
〕
一
握
り
の
指
導
者
は
、
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
形
創
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
民
は
創
造
で
き
な
い
。
…
…
」
つ
ま
り
、
「
国
民
」
の
「
創
造
」
が
同
誌
の
使
命

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
化
記
事
重
視
の
姿
勢
に
も
窺
え
る
。
二
三
は
、
一
九
〇

九
年
一
年
間
の
記
事
中
、
定
枠
記
事
等
を
除
く
一
三
四
件
を
内
容
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
と
創
作

が
、
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
両
者
の
割
合
は
、
同
年
末
に
近
づ
く
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

　
連
邦
結
成
運
動
全
体
の
あ
り
方
と
も
対
応
し
て
、
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
に
は
多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
た
。
編
集
長
は

当
初
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
カ
ー
が
務
め
た
が
、
一
九
〇
九
年
七
月
、
カ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
た
の
に
伴
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

『
連
邦
の
枠
組
』
の
著
者
で
あ
る
ロ
ン
グ
へ
と
交
代
し
て
い
る
。
創
刊
号
に
は
、
メ
リ
マ
ン
、
ス
マ
ッ
ツ
、
マ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

等
、
南
ア
各
地
の
有
力
政
治
家
が
祝
辞
を
寄
せ
た
。
記
事
の
執
筆
者
に
つ
い
て
は
、
匿
名
記
事
が
多
く
傾
向
を
厳
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
把
握
し
難
い
が
、
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
等
イ
ギ
リ
ス
本
国
人
か
ら
プ
レ
ラ
ー
等
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ト
ま
で
多
種
多
彩
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
記
事
に
限
っ
て
い
え
ば
、
南
ア
の
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
　
　
　
⑱
　
　
　
⑲
　
　
　
⑳

国
旗
の
募
集
、
小
説
、
写
真
の
懸
賞
等
、
読
者
参
加
型
の
企
画
も
目
立
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
会
員
の
幅
広
い
参
加
を

前
提
と
し
て
い
た
連
邦
結
成
協
会
の
日
常
的
活
動
の
あ
り
方
と
対
応
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
、
時
期
的
変
化
を
も
蒙
る
。
同
誌
の
出
資
者
は
当
初
、
鉱
業
資
本
家
の
A
・
ベ
イ
リ
ー
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
た
が
、
　
九
一
一
年
半
ば
、
同
じ
く
鉱
業
資
本
家
の
L
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
へ
と
交
代
し
、
同
年
来
に
は
、
刊
行
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

体
が
ケ
ー
プ
・
タ
イ
ム
ズ
社
へ
と
移
る
。
以
降
同
誌
は
、
従
来
南
ア
文
化
人
を
経
済
的
に
支
援
し
て
き
た
夫
人
F
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ブ
イ
リ
ッ
プ
ス
の
影
響
下
に
入
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
時
事
記
事
の
減
少
と
ス
ポ
ー
ツ
記
事
の
増
加
、
と

い
っ
た
よ
う
に
、
同
誌
の
性
格
も
啓
蒙
誌
か
ら
商
業
誌
へ
と
変
化
す
る
。
文
化
記
事
重
視
の
姿
勢
、
国
民
創
造
”
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「
南
ア
意
識
」
創
出
の
使
命
は
強
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
小
々
す
る
と
、
「
協
力
の
歴
史
」
を
反
映
し
て
、
ケ
ー
プ
は
連
邦
結
成
時
、

「
和
解
」
の
提
唱
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。

「
連
邦
結
成
運
動
」
と
『
ス
テ
イ
ト
撫
誌
と
を
通
し
て
、

南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

①
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
当
地
の
イ
ギ
リ
ス
系
自
宙
主
義
者
」
・
T
・
モ
ル
テ
ノ

　
は
、
「
…
…
も
し
わ
れ
わ
れ
の
陣
営
が
あ
の
闘
い
で
負
け
て
い
た
ら
、
ト
ラ
ン
ス

　
ヴ
ァ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
川
両
植
民
地
へ
の
自
由
な
諸
制
度
の
導
入
も
、
南
ア
フ
リ

　
カ
連
邦
結
成
も
無
期
限
の
延
期
と
な
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ミ
ル
ナ
ー
の
狂
気
の
政
策

　
に
よ
る
避
け
難
い
攻
撃
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
り
ス
国
王
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
南
ア
フ

　
リ
カ
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
…
…
南
ア
フ
リ
カ
の
真
の

　
愛
国
者
で
あ
っ
た
。
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
旨
日
p
鼠
巳
虚
日
9
き
ミ
ぎ
、
恥
。
ミ
隷

　
愚
心
§
肉
象
。
ミ
ミ
§
勲
ビ
g
畠
。
戸
む
笛
伊
唱
．
一
ρ

②
ご
§
蓉
p
9
ミ
峯
。
憂
も
℃
．
。
。
叩
。
。
メ

③
旨
ω
嘗
『
σ
q
グ
．
ぎ
α
q
ぎ
匿
［
帥
8
障
聾
①
9
唱
Φ
。
｛
0
8
α
国
8
Φ
ぎ
簿
㊦
国
巴
《

　
窓
需
竃
㊦
三
ず
O
魯
欝
受
、
曽
§
窺
ミ
ミ
駄
守
愚
§
ミ
§
蹴
G
o
ミ
§
ミ
電
魯
§
ミ
§
遂

　
ニ
三
一
（
一
⑩
Q
G
卜
σ
）
■

④
¢
し
d
声
巳
。
牽
、
爵
㊥
9
ぎ
お
。
欝
O
。
ざ
巳
9
一
国
簿
q
同
冨
O
巷
①
。
｛
O
。
a

　
餌
。
需
ぎ
夢
①
一
。
◎
α
O
。
・
、
ぜ
蒙
9
0
㌶
§
恥
ミ
ミ
覇
8
－
ω
（
一
り
。
。
9
’

⑥
O
ミ
ミ
寒
馬
ミ
ミ
Ψ
δ
乞
。
＜
①
ヨ
げ
Φ
H
」
c
。
Φ
朗
冒
ご
ヨ
帥
象
博
り
9
ミ
聖
。
§
リ

　
ワ
δ
。
。
■

⑥
　
シ
…
ル
（
｝
八
三
七
－
一
九
一
九
）
は
カ
ナ
ダ
出
身
。
青
年
期
に
ケ
ー
プ
へ
渡

　
り
、
書
店
主
、
新
聞
編
集
者
、
学
校
教
師
を
経
て
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
は
歴
史

　
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
シ
ー
ル
の
特
徴
は
、
「
開
拓
者
の
歴
史
」
の
ほ
か
、
素
朴

　
実
証
主
義
と
ア
フ
リ
カ
人
の
歴
史
へ
の
関
心
で
あ
る
。
ω
o
ぼ
①
臨
①
さ
．
H
ヨ
隠
臥
既

　
嵩
置
δ
「
冨
ロ
．
’

⑦
ρ
ω
磐
巳
Φ
「
ρ
§
馬
さ
ぎ
磯
駄
暮
偽
き
§
奪
§
曳
き
簿
§
、
ミ
賜
§
就
§

　
§
沁
ミ
鴨
§
駄
O
貯
舞
O
巷
①
6
0
毛
戸
一
Φ
Q
。
Q
。
も
．
嵩
．

⑧
O
と
．
臣
㊦
鈴
幽
き
嚢
ミ
甲
ピ
。
p
ユ
8
し
。
。
逡
も
■
＝
卜
、
’

⑨
奪
ミ
も
’
卜
⊃
蒔

⑩
詔
。
。
ω
。
。
ζ
滋
ヨ
産
繭
8
卜
♪
閃
Φ
ω
牙
舞
も
．
念
野

⑪
》
「
棄
亨
。
［
甲
勢
§
冒
駄
§
9
督
O
§
ミ
き
こ
隷
雰
多
望
浄
ぎ
。
登
O
p
需

　
帰
O
ξ
笥
　
同
o
o
o
Q
ρ

　
　
　
■

⑫
フ
ィ
ッ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
（
　
八
六
ニ
ー
｝
為
三
）
は
、
ケ
ー
プ
の
キ
ン
グ
ウ

　
ィ
リ
ア
ム
ズ
タ
ウ
ン
出
身
。
青
年
期
に
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
へ
移
り
、
逮
送
業
、

　
次
い
で
金
鉱
業
に
従
事
、
｝
八
九
〇
年
代
半
ば
以
降
は
ア
イ
ト
ラ
ン
デ
ル
の
政
治

　
措
慰
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
〉
．
U
信
駐
越
き
日
量
O
毒
鈴
腎
一
門
慧
誌
轟
討

　
ぎ
N
ミ
麸
国
b
b
画
§
奪
電
織
い
勢
勲
、
遷
ミ
澄
き
ミ
鼻
一
〇
民
器
㊦
ω
警
「
α
Q
レ
リ
。
。
メ
作

　
家
と
し
て
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
参
照
。

⑬
旨
ゆ
軍
縛
狸
録
。
r
§
鴨
ぎ
嵩
恥
竃
ミ
マ
§
§
§
§
》
ぎ
砿
§
欝
沁
衡
亀
軋
駄

　
℃
憲
ミ
§
詳
リ
ピ
。
巳
o
P
一
。
。
㊤
㊤
も
諏
．

⑭
O
巨
尻
．
ω
U
導
ざ
累
∪
㊦
8
暮
Φ
「
し
り
O
O
響
写
9
三
ω
甲
蓑
暮
ミ
ミ
、
も
5
お
O
．

⑮
ω
。
冨
Φ
巳
2
．
H
首
鼠
差
袴
し
。
8
訂
⇒
．
も
」
ミ
．

⑯
竃
⑦
a
慧
ヨ
。
b
d
蔓
。
①
Ψ
隠
旨
軸
心
レ
8
N
旦
℃
．
ピ
。
語
窪
（
巴
．
）
b
鳴
§
翫
§
防

　
》
o
ミ
導
鴨
O
ミ
，
ミ
落
§
登
§
画
き
ぎ
k
さ
、
識
ミ
§
8
卜
。
。
N
c
◎
b
℃
く
り
象
堕
O
顕
。
慧

　
↓
o
零
P
お
①
ρ
℃
’
ω
も
n
亜

⑰
例
え
ば
、
当
地
の
イ
ギ
リ
ス
系
の
作
家
O
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
は
一
九
〇
八
年
、
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連
邦
結
成
に
つ
い
て
の
『
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
・
リ
…
ダ
ー
』
誌
の
取
材
に
答
え

　
て
、
「
…
…
白
入
は
虫
と
し
て
二
つ
の
集
団
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、
…
…
両
者

　
と
も
大
き
く
い
え
ば
チ
ュ
ー
ト
ン
入
で
す
。
今
日
、
部
分
的
に
は
諸
般
の
伝
統
と
、

　
二
つ
の
雷
語
　
　
タ
ー
ル
〔
オ
ラ
ン
ダ
／
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
瓠
㎎
〕
と
英
語
　
　
の

　
使
用
と
に
よ
っ
て
分
断
し
て
い
ま
す
が
、
血
統
と
性
質
が
一
つ
な
の
で
、
二
世
代

　
内
に
は
通
掛
と
共
通
の
関
心
に
よ
っ
て
混
じ
り
合
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
…
…
偏
と

　
述
べ
、
酌
人
の
和
合
を
訴
え
て
い
る
。
○
．
ω
o
ξ
Φ
貯
Φ
∬
O
登
亀
、
S
帖
§
～
出
ト
ミ
紺
、

　
o
昌
暮
①
い
。
寂
罫
婁
h
縞
留
寄
ご
趨
篇
嵩
翫
纂
鴨
」
u
識
論
著
澄
q
駄
Q
o
d
軸
、
轟
§
ミ
タ
回
じ
。
ゆ
匹
。
卸

　
6
0
P
O
．
心
房
⊃
．
同
発
琶
に
つ
い
て
、
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
好
意
的
に
評
価
し
て
い

　
る
。
、
↓
げ
Φ
竃
O
暮
財
．
”
§
鴨
9
ミ
Q
ゲ
悼
（
閃
㊦
び
毎
碧
ざ
｝
⑩
O
り
）
も
で
．
一
ト
。
甲
H
卜
♪
c
◎
’

⑱
護
『
㊦
㌦
ω
ω
需
Φ
急
ぎ
冒
審
目
白
。
。
ぴ
自
α
q
「
。
。
一
鼠
費
。
ダ
お
8
”
匿
い
。
益
峯
劉

　
コ
Φ
さ
　
§
鴨
さ
職
。
醤
縞
、
覧
暮
鳴
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督
帖
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．
b
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ミ
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貯
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馬
ら
浮
題
亀
認
蹴

　
》
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題
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、
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ミ
霜
嵩
営
壁
。
ミ
馬
織
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。
謡
身
卜
。
鼠
§
ミ
鴨
き
Ω
Ω
切
こ
U
o
罫
住
o
P
一
Φ
一
ω
り
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緯
．

⑲
U
昏
。
牽
．
○
。
δ
巴
疑
雲
ぎ
類
聾
罠
、
も
．
①
伊

⑳
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。
ヨ
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。
戸
6
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ヨ
噂
δ
巨
G
・
Φ
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も
．
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。
念
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⑳
客
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頁
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N
越
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ぎ
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．
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①
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①
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①
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．
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①
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▼
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動
瓢
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霞
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回
㊤
O
㊤
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O
」
H
ω
．
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
運
動
立
案
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

　
じ
■
○
β
「
自
し
。
晒
§
軌
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娼
恥
こ
N
ミ
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①
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露
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臥
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d
o
5
。
o
o
四
口
畠
》
．
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⑦
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駄
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縣
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q
け
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戸
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．
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§
織
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唱
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①
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ー
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刈
⑩
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α
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．
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り
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帥
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．
一
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一
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¢
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①
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⑫
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①
a
口
α
q
8
戸
．
§
恥
恥
ミ
匹
で
．
嵩
㊤
．

萄
臼
O
g
8
げ
ρ
さ
O
蓮
蓉
墜
き
ミ
§
」
§
日
銀
懸
§
蹴
類
ミ
題
駄
き
、
§
亀

　
空
ミ
嘗
噛
O
巷
①
↓
o
毛
戸
一
Φ
①
伊
唱
℃
』
①
⑩
『
込
⊃
刈
b
」
「

⑭
　
定
枠
記
事
と
し
て
は
、
門
今
月
の
商
業
と
金
融
扁
が
一
九
～
一
年
一
月
号
で
、

　
「
今
月
の
出
来
事
扁
が
同
年
七
月
号
で
、
門
海
外
事
情
」
が
＝
一
年
三
月
号
で

各
々
終
了
し
た
。

⑳
定
枠
記
事
と
し
て
は
、
門
ス
ポ
ー
ツ
附
録
」
が
～
九
一
二
年
八
月
号
よ
り
は
じ

　
ま
っ
た
。

第
三
章
　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
1
「
和
解
」
の
表
象
1

南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（掘内）

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
が
謳
う
国
民
創
造
1
1
「
南
ア
意
識
」
創
出
と
は
、
共
通
の
歴
史
的
記
憶
を
創
り
出
し
、
分
断
状
況
に
あ
っ
た
白
人
開
拓
者

を
文
化
的
に
統
合
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
誌
に
言
及
す
る
先
行
研
究
は
、
書
誌
事
項
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、
表
象
分
析
を
著
し
く
軽
視
し
て

　
①
い
る
。
し
か
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
問
題
が
、
担
い
手
の
想
像
力
を
前
提
と
し
、
こ
う
し
た
想
像
力
を
喚
起
す
る
表
象
と
本
質

的
に
分
離
し
難
い
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
点
の
分
析
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

航
海
の
歴
史

　
「
ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
意
見
」
と
題
す
る
記
事
は
、
白
人
開
拓
者
に
と
っ
て
、
海
が
有
す
る
象
徴
的
意
味
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
「
…
…
海
が

わ
れ
わ
れ
を
こ
の
地
に
も
た
ら
し
、
海
が
わ
れ
わ
れ
を
こ
の
地
に
と
ど
め
、
海
の
お
か
げ
で
わ
れ
わ
れ
は
安
全
に
内
陸
部
に
進
出
で
き
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

安
全
に
わ
れ
わ
れ
は
依
存
し
て
い
る
。
…
…
」
海
を
経
て
南
ア
に
達
し
た
白
人
開
拓
者
に
と
っ
て
、
海
は
第
～
に
畏
敬
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　
南
ア
に
達
す
る
ま
で
の
航
海
の
歴
史
も
、
同
様
に
畏
敬
の
対
象
と
化
す
る
。
例
え
ば
、
「
昔
の
旅
の
話
」
と
題
す
る
記
事
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
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人
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
周
航
に
は
じ
ま
っ
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
到
達
ま
で
を
扱
う
。
「
…
…
彼
〔
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
〕
は
、
…
…
勇

敢
か
つ
熱
烈
で
、
偉
大
な
任
務
を
な
し
と
げ
る
情
熱
を
も
っ
て
い
た
。
贅
沢
と
貧
欲
は
彼
の
下
に
は
決
し
て
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
。
彼
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
唯
一
言
い
う
る
こ
と
は
、
真
剣
と
い
う
こ
と
だ
。
賢
明
で
思
慮
深
く
、
博
識
か
つ
冷
静
、
礼
儀
正
し
く
気
高
く
一
…
…
」
と
い
う
記
述
に

は
、
開
拓
者
的
理
想
を
体
現
す
る
航
海
の
歴
史
の
様
相
が
窺
え
よ
う
。

　
「
昔
の
旅
の
話
」
は
大
航
海
時
代
の
一
般
的
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
「
カ
モ
ン
イ
ス
と
ア
フ
リ
カ
の
叙
事
詩
」
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の

文
脈
に
即
す
姿
勢
が
明
確
化
す
る
。
カ
モ
ン
イ
ス
は
一
六
世
紀
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
詩
人
で
、
詩
作
の
場
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
東
ア
ブ
り
カ
で
あ
り
、

狭
義
の
南
ア
と
直
接
の
関
係
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
モ
ン
イ
ス
が
登
場
す
る
の
は
、
第
一
に
大
航
海
時
代
、
南
ア
に
限
ら
ず
ア
フ
リ
カ

に
実
際
に
上
陸
し
た
航
海
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
第
二
に
カ
モ
ン
イ
ス
が
、
当
時
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
一
方
言
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ポ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ト
ガ
ル
語
の
確
立
に
尽
力
し
た
「
愛
国
者
」
の
側
面
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
航
海
の
歴
史
を
強
調
す
る
背
景
と
し
て
は
、
違
い
が
大
き
い
上
陸
以
降
の
歴
史
と
比
べ
て
、
白
人
開
拓
者
共
通
の
歴
史
的
記
憶
と

し
て
訴
え
易
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

・
1
ー
ケ
ー
プ
の
歴
史

　
ケ
ー
プ
の
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
「
協
力
の
歴
史
」
も
、
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
積
極
的
に
利
用
す
る
。
利
用
の
第
一
の
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ン
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
領
時
代
の
ケ
ー
プ
建
築
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
建
築
家
H
・
ベ
イ
カ
ー
の
「
南
ア
フ
リ
カ
の
建
築
が
必
要
と
す
る
も

の
」
と
題
す
る
記
事
は
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
近
郊
の
ワ
イ
ン
農
家
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
「
…
…
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
農

家
の
建
て
方
に
つ
い
て
、
非
常
に
気
高
い
例
を
わ
れ
わ
れ
に
遺
し
て
く
れ
た
。
…
…
こ
れ
ら
の
農
家
は
、
植
民
地
の
生
活
の
必
要
と
条
件
に
見

合
っ
た
形
で
簡
素
化
さ
れ
た
、
『
崇
高
な
様
式
』
の
原
理
に
つ
い
て
の
優
れ
た
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
旧
い
ケ
ー
プ
の
農
家
の
魅
力
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

細
か
い
画
趣
よ
り
、
以
上
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
質
に
こ
そ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
…
…
」
つ
ま
り
ケ
ー
プ
建
築
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
か
ア
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フ
リ
カ
ー
ナ
か
を
問
わ
ず
、
白
人
開
拓
者
全
般
に
と
っ
て
価
値
が
高
い
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ケ
ー
プ
建
築
礼
賛
は
一
九
世
紀
末
、
想
像
の
産
物
と
し
て
の
「
協
力
の
歴
史
」
と
と
も
に
成
立
し
た
。
礼
賛
成
立
に
貢
献
し
た
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

イ
カ
ー
、
建
築
家
F
・
マ
セ
イ
、
作
家
D
・
フ
ェ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
等
の
寄
稿
も
あ
っ
て
、
建
築
記
事
は
、
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
文
化
記
事
中
最
大

　
　
　
　
　
　
⑨

の
部
分
を
占
め
る
。
し
か
し
ど
の
記
事
も
、
対
象
と
す
る
場
所
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
近
郊
の
み
で
、
ケ
ー
プ
内
陸
部
は
無
視
し
て
い
る
。
近
郊
が

白
人
開
拓
者
の
最
初
の
入
植
地
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
当
地
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
農
場
主
が
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
同
盟
の
主
流
派
（
つ
ま
り
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

世
紀
末
の
文
脈
で
は
、
植
民
地
首
相
ロ
ー
ズ
に
対
す
る
協
力
派
）
の
堅
い
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
い
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
、
ケ
ー
プ
植

民
地
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
に
対
す
る
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
「
協
力
」
の
度
合
い
の
、
地
域
的
偏
差
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
建
築
礼
賛
が
、
政
治
の
問
題
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
例
え
ば
、
マ
セ
イ
の
「
わ
れ
わ
れ
の
国
の
は
じ
ま
り
」
と
題
す
る
記

事
は
、
ケ
ー
プ
の
イ
ギ
リ
ス
系
自
由
主
義
者
J
・
W
・
ザ
ウ
ア
ー
の
邸
宅
に
つ
い
て
、
「
…
…
一
連
の
傑
出
し
た
外
々
が
、
一
八
七
〇
年
代
初

め
の
責
任
政
府
授
与
に
続
く
困
難
な
時
期
、
問
題
山
積
の
水
域
で
国
家
の
若
い
船
を
舵
と
り
し
た
。
こ
の
部
屋
の
現
在
の
住
人
が
、
そ
の
ほ
ぼ

最
後
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
彼
ら
の
賢
明
か
つ
良
心
的
な
支
配
は
、
全
て
の
人
々
に
公
正
な
ケ
ー
プ
植
民
地
の
伝

統
に
帰
結
し
た
。
連
邦
議
会
を
ケ
ー
プ
に
置
く
、
と
い
う
決
定
が
、
そ
の
勇
敢
な
開
拓
者
精
神
の
記
憶
に
対
す
る
間
接
的
な
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
い
。
…
…
」
と
記
す
。
建
築
礼
賛
と
政
治
の
問
題
と
は
単
｝
に
し
て
不
可
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
特
定
の
政
治
家
の
賞
賛
、
と
い
う
点
に
お
い
て
突
出
す
る
の
は
、
ザ
ウ
ア
！
と
同
時
代
人
の
ロ
ー
ズ
で
あ
る
。
「
協
力
の
歴
史
」

利
用
の
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
～
九
世
紀
末
ケ
ー
プ
植
民
地
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
が
、
ロ
ー
ズ
を
「
帝
国

の
巨
人
」
と
い
う
よ
り
、
植
民
地
の
利
益
の
守
護
者
と
認
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
か
れ
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
同
様
、
ロ
ー
ズ
へ
の

個
人
崇
拝
に
傾
い
て
い
く
。
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
同
盟
の
指
導
者
の
一
人
D
・
C
・
ド
・
ヴ
ァ
ー
ル
は
一
八
九
二
年
、
「
…
…
入
植
初
期
の
オ
ラ
ン

ダ
入
と
ユ
グ
ノ
ー
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
は
統
　
す
べ
き
で
す
。
二
白
人
の
調
和
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
進
歩
と
平
和
の
条
件

で
す
。
栄
え
あ
る
ロ
ー
ズ
は
、
他
の
ど
の
イ
ギ
リ
ス
人
よ
り
明
白
に
こ
の
真
実
を
認
識
し
、
つ
い
に
南
ア
フ
リ
カ
の
政
策
の
公
理
と
し
て
採
用
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⑫

す
る
に
至
り
ま
し
た
。
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
ゆ
え
に
、
二
〇
世
紀
初
め
、
ロ
ー
ズ
は
「
協
力
の
歴
史
」
に
利
用
し
え
た
の

で
あ
る
。

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
ロ
ー
ズ
崇
拝
は
色
濃
い
。
同
誌
の
初
期
の
出
資
者
ベ
イ
リ
ー
は
回
心
〇
八
年
、
出
資
に
際
し
て
、
「
…
…
わ
た
し
は
南

ア
フ
リ
カ
人
で
す
。
こ
の
運
動
〔
連
邦
結
成
運
動
〕
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
セ
シ
ル
・
ロ
ー
ズ
の
夢
を
実
現
す
る
と
き
が
富
ま
し
た
。

　
⑬
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
崇
拝
の
山
場
は
、
「
ケ
ー
プ
か
ら
カ
イ
ロ
へ
」
政
策
の
礼
賛
で
あ
る
。
例
え
ば
一
連
の
記
事
は
、
ブ
ラ
ワ
ヨ
か
ら
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ン
ガ
ニ
ー
カ
へ
の
鉄
道
延
伸
、
あ
る
い
は
北
ロ
ー
デ
シ
ア
統
治
を
賞
賛
す
る
。
ま
た
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
近
郊
の
ロ
ー
ズ
・
メ
モ
リ
ア
ル
（
ベ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

カ
ー
設
計
）
は
北
、
つ
ま
り
カ
イ
ロ
の
方
角
を
向
き
、
こ
こ
を
守
護
す
る
「
身
体
の
力
」
の
騎
馬
像
は
、
『
ス
テ
イ
ト
瞼
誌
の
表
紙
で
も
あ
る
。

　
「
ケ
ー
プ
か
ら
カ
イ
ロ
へ
」
政
策
の
礼
賛
は
、
「
開
拓
者
の
精
神
」
の
問
題
と
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
同
政
策
は
、
開
拓
の
最

前
線
を
切
り
開
く
、
開
拓
者
の
精
神
の
発
露
で
あ
り
、
ロ
ー
ズ
は
こ
う
し
た
精
神
の
喚
起
者
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
章
で
と
り
上
げ
た

フ
ィ
ッ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
の
「
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
ジ
ョ
ッ
ク
と
彼
を
知
る
人
々
」
と
題
す
る
記
事
は
、
「
…
…
開
拓
者
と
は
誰
か
？
　
デ
ビ

ル
ズ
・
ピ
ー
ク
〔
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
近
郊
〕
の
山
肩
の
、
古
い
ブ
ロ
ッ
ク
・
ハ
ウ
ス
を
再
度
見
上
げ
よ
う
！
　
彼
ら
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の

真
下
に
は
ロ
ー
ズ
の
記
念
碑
が
あ
り
、
二
〇
〇
〇
マ
イ
ル
北
方
に
は
彼
の
遺
骸
が
眠
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
マ
イ
ル
北
方
で
は
、
開
拓

者
は
い
ま
な
お
進
出
を
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
へ
東
へ
一
マ
イ
ル
ご
と
に
、
男
も
女
も
オ
ラ
ン
ダ
人
も
イ
ギ
リ
ス
人
も
含
め
て
開
拓
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
国
を
創
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
が
い
る
の
だ
。
…
…
」
と
記
す
。
ロ
ー
ズ
、
「
ケ
ー
プ
か
ら
カ
イ
ロ
へ
」
政
策
、
「
開
拓
者

の
精
神
」
三
者
の
関
係
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
ジ
ョ
ッ
ク
と
彼
を
知
る
人
々
」
は
、
児
童
小
説
『
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
ジ
ョ
ッ
ク
』
（
一
九
〇
七
年
）
の
世
界
に

つ
い
て
、
著
者
フ
ィ
ッ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
が
執
筆
し
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
小
説
は
、
ジ
ョ
ッ
ク
と
い
う
犬
の
生
涯
を
通
し
て
、
一
八
八
六
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

金
発
見
当
初
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
東
ア
フ
リ
カ
と
を
行
き
来
し
て
い
た
運
送
業
の
世
界
を
綴
る
。
著
者
自
身
の
体
験
を
も

踏
ま
え
た
同
書
は
、
大
成
功
を
収
め
た
。
『
ア
フ
リ
カ
ン
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
誌
の
　
九
〇
八
年
二
月
号
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
類
型
的
描
写
の
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⑲

克
服
と
、
フ
ェ
ル
ト
（
高
原
）
の
卓
越
し
た
描
写
と
に
、
成
功
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
プ
レ
ラ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

同
書
を
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
に
翻
訳
し
た
。
ま
た
、
「
彼
を
知
る
人
々
」
は
、
「
…
…
〔
『
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
ジ
ョ
ッ
ク
鰍
が
〕
わ
た
し
は

大
好
き
で
す
。
と
い
う
の
も
、
知
っ
て
い
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
国
に
つ
い
て
の
ほ
ん
と
う
の
お
話
だ
か
ら
で
す
！

　
⑳
…
…
」
と
い
う
一
読
者
の
手
紙
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
を
機
縁
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
は
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
を
再
訪
し
、

ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
フ
ォ
ル
ト
レ
ッ
カ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
コ
八
二
〇
年
の
入
植
者
」
が
手
と
手
を
と
り
合
う
光
景
に
接
す
る
、
と
い
う
の
が

エ
ッ
セ
イ
の
筋
書
き
で
あ
る
。

南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

…
園

「
グ
レ
i
卜
・
ト
レ
ッ
ク
」

　
航
海
の
歴
史
、
ケ
ー
プ
の
歴
史
と
比
べ
て
、
「
グ
レ
ー
ト
・
ト
レ
ッ
ク
」
は
、
「
和
解
」
と
の
距
離
が
大
き
い
素
材
で
あ
っ
た
。
「
グ
レ
ー

ト
・
ト
レ
ッ
ク
」
は
一
八
三
五
一
四
〇
年
、
多
数
の
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
が
ケ
ー
プ
を
出
発
し
内
陸
部
へ
向
か
っ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に

対
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
見
方
は
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
は
、
「
…
…
〔
フ
ォ
ル
ト
レ
ッ

カ
ー
は
〕
自
己
を
抑
制
す
る
こ
と
も
管
理
す
る
こ
と
も
な
く
、
邪
悪
な
情
熱
の
命
じ
る
ま
ま
、
気
の
赴
く
ま
ま
に
進
路
を
と
っ
て
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

…
…
」
と
記
し
、
グ
レ
ー
ト
・
ト
レ
ッ
ク
を
「
文
明
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
離
反
」
と
し
た
。
他
方
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
フ
ァ

ラ
オ
に
、
オ
ラ
ン
ダ
系
住
民
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
、
事
件
を
出
エ
ジ
プ
ト
に
喩
え
る
宗
教
的
描
写
を
踏
ま
え
て
、
「
…
…
〔
指
導
者
ビ
ー

ト
・
レ
テ
ィ
フ
の
宣
奮
書
に
は
、
〕
言
語
、
宗
教
、
道
徳
観
念
、
歴
史
、
伝
統
に
基
づ
く
、
分
離
し
た
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
国
家
、
分
離
し
た
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
い
う
自
覚
が
明
確
に
存
在
し
た
。
…
…
」
と
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
課
題
は
、
か
か
る
決
定
的
落
差
を
い
か
に
埋
め
、
両
者
が
受
容
し
う
る
「
グ
レ
コ
ト
・
ト
レ
ッ
ク
」
像
を
提
示
で
き
る

か
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
ト
リ
ハ
ル
ト
の
ト
レ
ッ
ク
」
と
題
す
る
記
事
は
、
ト
レ
ッ
ク
の
指
導
者
の
一
人
ト
リ
ハ
ル
ト
一
家
に
つ
い
て
、

「
…
…
移
民
し
た
て
の
一
家
は
、
い
ま
な
お
わ
れ
わ
れ
が
追
求
し
て
い
る
こ
と
を
達
成
し
て
し
ま
っ
た
。
一
家
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
も
イ
ギ
リ
ス
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⑳

人
で
も
な
く
、
当
に
南
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
。
…
…
」
と
記
す
。
ト
リ
ハ
ル
ト
と
ト
レ
ッ
ク
を
、
白
人
開
拓
者
共
通
の
問
題
と
し
て
描
く
姿

勢
が
明
確
化
す
る
。

　
記
事
は
以
下
、
「
野
蛮
人
に
堕
落
し
た
」
ト
レ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
偏
見
・
批
判
の
是
正
に
紙
面
の
大
半
を
割
く
。
例
え
ば
、
正
規
の
教
育
を

受
け
ず
、
無
教
養
で
あ
る
、
と
い
う
偏
見
に
対
し
て
は
、
ト
レ
ッ
カ
ー
が
聖
書
と
「
自
然
の
学
校
」
を
通
し
て
、
い
か
に
多
く
を
学
ん
だ
か
を

　
　
　
⑮

強
調
す
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
人
の
扱
い
方
が
残
酷
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
「
…
…
原
住
民
に
対
す
る
扱
い
は
、
明
白
に
一
種

の
自
由
放
任
で
あ
っ
た
。
…
…
し
か
し
個
人
的
問
題
で
は
、
優
等
人
種
に
対
す
る
当
然
の
敬
意
を
も
っ
て
原
住
罠
が
自
分
に
応
じ
る
こ
と
を
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

り
、
ま
た
、
原
住
民
が
武
器
を
携
帯
し
て
野
営
地
に
来
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
…
…
」
と
記
し
、
「
文
明
」
的
態
度
で
接
し
た
、
と
反
論
す
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
他
の
記
事
に
関
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
の
偏
見
が
残
っ
た
。
例
え
ば
「
ト
レ
ッ
ク
の
マ
ジ
ッ
ク
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
題
す
る
記
事
に
は
、
前
近
代
的
生
活
を
送
る
ア
フ
リ
カ
！
ナ
へ
の
侮
蔑
が
確
認
で
き
る
。
ト
レ
ッ
ク
の
記
述
は
、
自
人
開
拓
者
共
通
の
歴
史

的
記
憶
を
創
り
出
す
こ
と
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

泣
　
ア
フ
リ
カ
人
の
歴
史

　
ア
フ
リ
カ
人
の
歴
史
も
、
㎎
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
文
化
記
事
中
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
九
世
紀
末
の
ケ
ー
プ
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
に
お
い
て
、
「
開
拓
者
の
歴
史
」
の
成
立
を
担
っ
た
歴
史
家
シ
ー
ル
の
弟
子
W
・
C
・
ス
カ
リ
ー
が
活
躍
し
た
。
例
え
ば
、
ス
カ
リ
ー
の

「
原
住
民
の
歴
史
の
断
章
」
と
題
す
る
記
事
は
、
ズ
ー
ル
ー
の
「
偉
大
な
帝
王
」
シ
ャ
カ
が
登
場
し
て
以
降
、
ア
マ
バ
カ
、
ア
マ
フ
ル
ビ
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
ン
グ
ァ
ネ
等
の
諸
集
団
が
経
験
し
た
政
治
的
混
乱
を
辿
る
。
同
記
事
の
素
朴
実
証
主
義
的
叙
述
は
、
師
の
手
法
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。

　
素
材
と
し
て
の
シ
ャ
カ
は
、
先
述
の
「
ブ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
ジ
ョ
ッ
ク
と
彼
を
知
る
人
々
」
に
も
登
場
す
る
。
記
事
は
、
シ
ャ
カ
の
事
績

に
つ
い
て
、
「
…
…
初
め
は
微
々
た
る
も
の
だ
っ
た
が
、
彼
は
勝
利
に
次
ぐ
勝
利
の
進
軍
を
重
ね
、
一
二
年
で
、
ま
だ
三
〇
代
だ
と
い
う
の
に
、
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恐
る
べ
き
軍
隊
を
聖
ジ
ョ
ン
港
か
ら
ニ
ヤ
サ
湖
ま
で
進
め
た
。
そ
し
て
、
ズ
ー
ル
ー
ラ
ン
ド
全
域
、
…
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
楚
腰
ア
フ
リ
カ
は
、

…
…
彼
が
育
て
、
訓
練
し
、
率
い
た
野
蛮
な
軍
隊
の
せ
い
で
す
っ
か
り
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
。
…
…
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
国
の
歴
史
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ほ
ん
の
一
部
の
、
そ
の
ま
た
生
活
の
断
片
の
話
に
過
ぎ
な
い
。
…
…
」
と
記
す
。
注
目
す
べ
き
は
末
尾
の
一
文
で
あ
る
。
自
人
開
拓
者
の
歴
史

は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
歴
史
を
一
個
の
挿
話
、
背
景
と
し
て
蟻
小
化
す
る
。

v
　
第
二
次
南
ア
戦
争
等

　
白
人
開
拓
者
の
歴
史
が
排
除
し
た
素
材
も
あ
る
。
例
え
ば
、
『
ス
テ
イ
ト
嚇
誌
に
は
、
第
二
次
南
ア
戦
争
の
記
事
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
前
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
日
常
を
扱
っ
た
短
篇
小
説
一
例
し
か
な
い
。
ま
た
、
一
九
世
紀
末
以
降
一
般
に
つ
い
て
も
、
叙
述
を
回
避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ヴ

ァ
ー
ル
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
、
第
二
次
南
ア
戦
争
の
記
憶
に
焦
点
を
当
て
た
の
と
は
対
照
的
と
い
え
よ
う
。
開
拓
者
の
内

部
対
立
を
煽
る
素
材
は
、
初
め
か
ら
扱
わ
な
い
の
で
あ
る
。

南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

，
W

「
潮
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
表
象
も
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
「
世
界
の
交
通
路
の
ロ
マ
ン
」
と
題
す
る
記
事
は
、
古
代
か
ら

現
代
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ン
ド
の
関
係
を
通
観
し
、
「
…
…
東
洋
は
決
し
て
変
わ
ら
な
い
。
西
洋
で
は
国
家
が
次
々
に
誕
生
し
て
は
滅
ん

で
い
く
。
し
か
し
、
東
洋
は
不
変
の
ま
ま
で
あ
り
つ
づ
け
る
し
、
ま
た
変
わ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
…
…
確
実
に
言
い
う
る
こ
と
は
、
…
…
国

王
が
イ
ン
ド
皇
帝
を
兼
ね
る
帝
国
に
属
す
る
こ
と
の
幸
運
、
南
ア
フ
リ
カ
が
世
界
の
交
通
路
に
位
置
す
る
こ
と
の
責
任
と
好
都
合
で
あ
る
。

　
⑬
…
…
」
と
記
す
。
西
洋
世
界
の
一
員
と
し
て
の
自
己
認
識
と
、
「
帝
国
意
識
」
と
が
交
錯
す
る
。

　
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
自
体
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
総
督
府
の
教
育
政
策
に
も
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
他
方
で
、
噸
ス
テ
イ
ト
』
誌

の
独
自
性
も
存
在
し
た
。
「
南
ア
フ
リ
カ
史
」
を
排
し
、
「
世
界
史
」
を
重
視
す
る
こ
と
よ
り
、
「
南
ア
フ
リ
カ
史
」
の
文
脈
に
即
す
こ
と
に
よ
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っ
て
、
「
帝
国
意
識
」
を
酒
養
し
た
の
で
あ
る
。
意
識
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
「
南
ア
意
識
」
の
延
長
線
上
に
「
帝
国
意
識
」
を
お
い
た
、
と
も

い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
「
北
ロ
ー
デ
シ
ア
」
と
題
す
る
記
事
は
、
「
…
…
こ
れ
ま
で
十
分
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
北
ロ
ー
デ
シ
ア
は
多
く
の
点

で
興
味
深
い
地
域
で
あ
る
。
…
…
こ
の
偉
大
な
領
域
を
わ
れ
わ
れ
の
帝
国
の
た
め
に
確
保
す
べ
く
、
才
能
と
生
涯
を
捧
げ
た
の
は
、
栄
光
に
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

く
一
人
の
男
で
あ
る
。
そ
の
男
と
は
セ
シ
ル
・
ロ
ー
ズ
。
…
…
」
と
記
し
、
ロ
ー
ズ
崇
拝
の
延
長
線
上
に
帝
国
を
お
く
。

　
「
帝
国
意
識
」
と
「
（
南
ア
等
）
白
人
定
住
植
民
地
意
識
」
の
両
立
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
評
論
家
R
・
ジ
ェ
ブ
が
、
著
書
『
コ
ロ
ニ
ア
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
扇
（
一
九
〇
五
年
）
等
を
通
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
問
題
で
あ
る
。
ジ
ェ
ブ
は
植
土
地
に
お
い
て
、
分
離
独
立
志
向

の
「
ト
ラ
イ
バ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
排
し
、
帝
国
を
上
位
に
戴
く
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
確
立
す
る
よ
う
訴
え
た
。

ま
た
、
本
国
－
植
民
地
関
係
を
、
支
配
－
被
支
配
の
関
係
か
ら
対
等
の
関
係
（
ブ
リ
タ
ニ
ッ
ク
同
盟
／
帝
国
連
邦
）
へ
と
移
行
せ
し
め
る
よ
う
提

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

唱
す
る
。
こ
う
し
た
ジ
ェ
ブ
の
構
想
は
、
キ
ン
ダ
！
ガ
ル
テ
ン
、
ス
マ
ッ
ツ
等
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　
美
術
の
記
事
に
も
、
同
様
の
傾
向
が
確
認
し
う
る
。
連
邦
結
成
の
時
期
は
、
と
く
に
美
術
館
の
整
備
が
進
ん
だ
。
｛
九
〇
八
年
、
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
国
立
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
幅
に
拡
充
し
、
一
九
〇
九
年
に
は
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
美
術
館
、
一
九
＝
二
年
に
は
ミ
カ
エ
リ
ス
美
術

館
が
各
々
完
成
す
る
。
こ
う
し
た
美
術
館
の
整
備
に
は
、
一
一
つ
の
目
的
が
存
在
し
た
。
第
一
の
目
的
は
、
南
ア
美
術
の
育
成
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
南
ア
フ
リ
カ
の
美
術
」
と
題
す
る
記
事
は
、
「
…
…
南
ア
フ
リ
カ
は
、
美
的
存
在
に
関
し
て
ま
だ
揺
藍
期
に
あ
る
。
…
…
」
と
記
し
、
固
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
美
術
が
「
南
ア
意
識
」
の
酒
養
に
は
役
不
足
で
あ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
る
。
美
術
館
の
整
備
は
、
南
ア
美
術
の
育
成
に
と
っ
て
不
可
欠
で

　
　
⑪

あ
っ
た
。

　
他
方
第
二
の
目
的
は
、
西
洋
世
界
の
一
員
と
し
て
の
自
己
認
識
、
つ
ま
り
「
帝
国
意
識
」
の
酒
養
で
あ
る
。
例
え
ば
、
美
術
専
門
誌
噸
ス
タ

ジ
オ
函
の
「
ミ
カ
エ
リ
ス
美
術
館
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
」
と
題
す
る
記
事
は
、
「
…
…
非
常
に
多
く
の
南
ア
フ
リ
カ
人
の
起
源
で
あ
る
人
種
の
美

術
作
品
が
自
国
に
存
在
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
南
ア
フ
リ
カ
自
治
領
の
要
求
を
満
た
し
、
か
つ
南
ア
フ
リ
カ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
偉
大
な
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
…
…
」
と
記
す
。
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
「
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
美
術
館
」
と
題
す
る
連
載
記
事
も
、
同
美
術
館
の
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⑬

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
品
紹
介
に
紙
面
を
割
い
た
。
し
か
し
留
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
「
帝
国
意
識
」
が
「
南

ア
意
識
」
と
両
立
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
美
術
館
と
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
の
出
資
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
「
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

〔
美
術
館
に
よ
っ
て
〕
人
々
を
教
化
し
、
こ
の
国
を
故
郷
と
認
識
せ
し
め
る
こ
と
が
絶
対
に
不
可
欠
で
す
。
…
…
」
と
記
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美

術
作
晶
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
南
ア
人
の
誇
り
を
高
め
る
こ
と
に
通
じ
て
い
た
。

唾
　
「
和
解
」
の
表
象
の
影
響
力

南アブり力連邦結成とジ和解」の創出（堀内）

　
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
が
推
進
す
る
「
和
解
」
に
と
っ
て
、
最
大
の
反
対
勢
力
は
旧
オ
レ
ン
ジ
自
由
国
の
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
を
支
持
基
盤
と
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

民
党
で
あ
っ
た
。
連
邦
結
成
以
降
、
同
誌
で
は
国
民
党
批
判
の
記
事
が
陰
立
つ
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ッ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
が
著
し
た
一
九
一
二
年
一

〇
月
号
の
「
強
制
的
二
言
語
主
義
」
と
題
す
る
記
事
は
、
言
語
の
問
題
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
の
立
場
を
物
語
る
。
同
記
事
は
ま
ず
、
こ
の
問

題
に
関
す
る
国
罠
党
の
主
張
を
、
公
文
書
は
二
琶
語
を
併
用
す
る
こ
と
、
初
等
教
育
の
段
階
で
英
語
を
用
い
る
か
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
用
い
る
か

は
保
護
者
の
判
断
に
よ
る
こ
と
、
の
二
点
に
整
理
す
る
。
次
い
で
第
一
点
に
つ
い
て
、
「
…
…
こ
の
強
制
的
二
雷
語
主
義
の
避
け
難
い
影
響
に

し
て
、
し
ば
し
ば
明
言
さ
れ
る
目
的
は
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
系
南
ア
フ
リ
カ
人
が
公
務
員
の
職
を
求
め
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
の
種
の
雇
用
か

ら
イ
ギ
リ
ス
系
移
民
が
完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
」
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
系
公
吏
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
強
制
す
る
結
果
を
生
じ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

批
判
し
た
。
ま
た
、
こ
の
強
制
と
い
う
含
意
が
あ
る
以
上
第
二
点
も
容
認
で
き
な
い
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
国
民
党
は
一
九
一
四
年
、
南
ア
が
帝
国
側
に
組
し
第
｝
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
こ
と
に
反
発
し
、
短
期
間
武
装
蜂
起
し
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
国
民
党
の
反
発
に
つ
い
て
は
、
＝
疋
の
限
界
も
看
取
す
べ
き
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
、
同
党
の
党
首
～
・
B
・
M
・
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
は
、

「
…
…
い
わ
ゆ
る
ア
フ
リ
七
三
ナ
の
み
が
、
南
ア
フ
リ
カ
の
『
王
人
』
た
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
…
…
こ
う
し
た
人
々
は
、
自
分
達
を
一
個

の
国
民
で
あ
る
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
自
身
の
力
を
感
じ
と
り
、
国
民
に
成
長
し
、
異
邦
人
で
は
な
く
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
が

国
を
支
配
す
べ
き
で
あ
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
る
の
だ
。
イ
ギ
リ
ス
系
の
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
党
員
の
大
半
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
で
は
な
く
外
国
の
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追
随
者
で
あ
る
。
…
…
」
と
発
言
し
た
。
こ
こ
に
は
、
西
洋
世
界
、
実
際
に
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
を
志
向
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
へ
の
反
発
が
確

認
し
う
る
。
他
方
、
「
イ
ギ
リ
ス
系
の
ユ
ニ
特
旨
ス
ト
党
員
の
大
半
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
で
は
な
く
」
と
い
う
箇
所
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
の
「
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
」
概
念
は
、
南
ア
を
志
向
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
を
も
包
含
し
た
、
「
和
解
」
の
余
地
を
残
す
概
念

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
和
解
」
の
神
話
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
命
脈
を
保
っ
て
い
く
。
圧
倒
的
多
数
派
の
有
色
人
種
を
前
に
し
て
、
南
ア
国
家
は
、
イ
ギ
リ
ス
系

国
家
で
も
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
国
家
で
も
な
く
、
白
人
国
家
と
し
て
存
立
す
る
は
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
一
九
四
八
年
、
ア
フ
リ
カ
ー

ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
政
権
に
就
い
て
以
降
も
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
を
文
化
統
合
す
べ
く
、
本
章
で
扱
っ
た
表
象
の
多
く
は
存
続
し
た
。
例

え
ば
、
一
九
五
二
年
の
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ベ
ッ
ク
入
植
三
〇
〇
年
祭
の
パ
レ
ー
ド
は
、
航
海
の
歴
史
に
始
ま
っ
て
、
ケ
ー
プ
の
歴
史
、
「
グ
レ
ー

ト
・
ト
レ
ッ
ク
」
、
ア
フ
リ
カ
人
の
歴
史
と
南
ア
史
を
振
り
返
る
一
方
、
第
二
次
南
ア
戦
争
等
、
開
拓
者
の
内
部
対
立
を
煽
る
素
材
は
排
除
し

　
　
⑲

て
い
る
。
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以
上
小
幽
す
る
と
、
岬
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
、

こ
と
を
目
指
し
た
。
南
ア
全
域
に
拡
大
し
た
「
和
解
」
の
神
話
は
、

　
①
∪
昏
。
葦
、
0
。
δ
a
鮎
累
践
8
巴
陣
。
。
旦
噂
℃
為
O
る
ト
。
甲
竃
Φ
謬
言
ε
炉
．
§
島
ミ
銭

　
②
出
．
≦
ω
ヨ
博
ダ
、
幻
匹
①
a
8
。
・
。
冨
寄
Q
募
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寒
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▼
§
恥
貯
紺
ゲ
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。
（
窓
碧
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F

　
　
回
¢
8
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も
’
ω
ト
っ
蒔

　
③
出
．
蒙
β
、
証
｝
Φ
ω
。
M
O
感
円
錘
〈
9
、
甲
§
Q
G
Q
§
瓢
ム
（
〉
嘗
｝
レ
リ
O
⑩
）
も
・
お
。
。
’

　
　
ピ
ム
（
～
八
六
二
一
～
九
三
四
）
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
。
青
年
期
に
ケ
ー
プ
へ

　
　
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
南
ア
会
社
勤
務
。
次
い
で
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
へ
移
り
、
会
計

　
　
士
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
市
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
、
F
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
経
済

　
　
的
支
援
を
得
て
、
図
書
館
、
美
術
館
等
の
運
営
に
も
従
事
し
た
。
§
鴨
b
ミ
帯

共
通
の
歴
史
的
記
憶
を
創
り
出
し
、
分
断
状
況
に
あ
っ
た
白
人
開
拓
者
を
文
化
的
に
統
合
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
長
期
間
に
わ
た
り
命
脈
を
保
っ
て
い
く
。

　
§
壱
駄
恥
。
ミ
｝
婁
q
§
ヒ
噂
画
§
愚
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G
艮
ト
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§
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（
一
Φ
O
⑩
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趣
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記
事
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し
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閑
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9
冒
巻
ρ
、
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Φ
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℃
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簿
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ω
2
匪
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、
甲
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暇
F
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｝
N
y

⑤
ベ
イ
カ
i
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八
六
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一
一
九
四
六
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は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
。
青
年
期
に

　
ケ
ー
プ
へ
渡
り
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ヘ
ル
ー
テ
・
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ヒ
ュ
ー
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ロ
ー
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邸
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次
い
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ト
ラ
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ス

　
ヴ
ァ
ー
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移
り
、
連
邦
庁
舎
を
設
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～
九
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帰
国
し
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。
寓
．
囚
Φ
象
ダ
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南アフリカ連邦結成と「和解」の創出（堀内）

　
寄
洲
舜
一
〇
7
帥
⇒
ロ
Φ
ω
び
霞
α
Q
》
一
⑩
り
ω
■

⑥
即
b
び
舞
2
．
冨
㊦
≧
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蔓
Φ
。
ε
邑
寄
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。
・
。
｛
ω
自
普
》
駿
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、
写
§
偽
砺
ミ
鳴
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ゐ
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ω
①
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げ
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り

　
お
旨
）
’

⑳
　
ス
カ
リ
ー
（
一
八
五
五
－
一
九
四
三
）
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
。
～
二
歳
で

　
ケ
ー
プ
へ
渡
り
、
キ
ン
グ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
タ
ウ
ン
の
文
法
学
校
で
シ
ー
ル
に
師
事
。

　
官
吏
の
仕
事
の
傍
ら
著
作
活
動
に
従
事
し
た
。
き
ミ
謎
婁
へ
§
b
ロ
馬
ミ
§
ξ
§
』

　
ト
噂
や
↓
O
墜
刈
O
伊

⑳
≦
b
．
ω
2
ξ
㌦
閃
鑓
σ
q
§
三
ω
。
｛
蜜
曹
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田
忽
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受
．
り
§
馬
9
ミ
＝
よ
b
∴
ふ

　
（
這
8
y

⑳
コ
震
評
議
。
丼
、
臣
8
㊦
≦
8
図
尾
≦
賭
冒
、
レ
幽
も
」
竃
．

⑳
．
じ
d
Φ
｛
。
庸
】
W
①
｝
｛
鍍
．
－
冨
嵩
§
』
山
（
實
ぎ
6
8
）
．

⑳
　
例
外
は
、
≦
．
Ω
ω
2
ξ
㌦
¢
鵠
o
o
局
く
零
隅
一
〇
嵩
一
幻
①
昆
三
。
。
8
器
的
、
．

⑳
ρ
℃
扇
臼
α
q
話
8
▼
．
誤
①
勾
。
三
兵
Φ
。
｛
昏
⑦
≦
。
ま
、
ω
臣
ぴ
q
署
避
、
甲
§
鳴
恥
§
鴨

　
甲
㎝
（
竃
ゆ
ざ
一
⑩
＝
γ
や
刈
鳴
N
．

⑭
罫
▼
、
堵
g
ぽ
∋
穿
。
号
ω
貯
、
も
9
爵
。
。
．

⑳
　
ジ
ェ
ブ
は
、
門
…
…
過
去
に
根
づ
い
た
植
民
地
の
忠
誠
心
は
、
来
来
へ
と
達
す

　
る
愛
国
主
義
に
徐
々
に
屈
し
つ
つ
あ
る
。
進
化
に
伴
っ
て
、
帝
国
は
自
体
と
し
て

　
の
価
値
を
失
い
、
分
離
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
利
害
関
心
と
理
想
に
重
心
は

　
移
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
…
…
」
と
憂
き
出
す
。
同
書
出
版
の
背
景
に
は
、
一
九

　
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
結
成
等
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
、
と
い
う
問

　
題
が
存
在
し
た
。
多
良
ぴ
げ
一
9
§
跨
旨
O
ミ
§
画
ミ
さ
翫
§
日
乗
§
ー
ピ
。
口
餌
。
戸
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お
　
わ
　
り
　
に

　
二
〇
世
紀
初
め
ま
で
、
連
邦
結
成
以
降
南
ア
と
な
る
地
域
に
、
「
南
ア
人
」
と
い
う
横
断
的
カ
テ
ゴ
リ
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
白
人
開
拓
者

は
、
イ
ギ
リ
ス
系
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
二
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
、
ケ
ー
プ
、
ナ
タ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
、
オ
レ
ン
ジ
の
四
つ
の
地

域
と
を
軸
と
す
る
分
断
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
内
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
（
ア
イ
ト
ラ
ン
デ
ル
）
を
背
景
と
す
る
ミ
ル



南アフリカ連邦結成と「湘解」の創出（堀内）

ナ
ー
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
指
導
者
ス
マ
ッ
ツ
の
各
々
よ
り
連
邦
結
成
論
が
展
開
さ
れ
、
地
域
統
合
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。

し
か
し
当
地
は
、
第
二
次
南
ア
戦
争
、
直
轄
植
民
地
期
の
イ
ギ
リ
ス
化
政
立
雛
を
原
因
と
す
る
対
立
の
土
壌
も
内
包
し
て
い
た
。
ま
た
ナ
タ
ー

ル
、
オ
レ
ン
ジ
も
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
と
同
様
に
、
「
和
解
」
と
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

　
ケ
ー
プ
の
状
況
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
と
は
好
対
照
を
成
し
て
い
た
。
つ
ま
り
ケ
ー
プ
で
は
、
地
域
主
義
の
根
が
深
く
、
他
地
域
と
の
政

治
統
合
に
対
す
る
抵
抗
感
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
系
住
民
と
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
の
「
協
力
の
歴
史
」
が
存
在
し
た
た
め
、
当
地
は

連
邦
結
成
時
、
「
和
解
」
の
提
唱
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
南
ア
連
邦
結
成
過
程
の
際
立
つ
特
徴
は
、
一
部
政
治
家
の
行
動
と
し
て
進

行
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
大
「
国
民
」
運
動
「
連
邦
結
成
運
動
」
と
し
て
も
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
運
動
を
通
し
て
、
「
和
解
」

は
南
ア
全
域
に
拡
大
し
て
い
く
。

　
「
連
邦
結
成
運
動
」
の
機
関
誌
で
あ
り
、
当
時
唯
一
の
、
南
ア
全
域
に
わ
た
る
定
期
刊
行
物
で
あ
っ
た
『
ス
テ
イ
ト
』
誌
は
、
国
民
創
造
1
1

「
南
ア
意
識
」
創
出
を
謳
い
上
げ
、
共
通
の
歴
史
的
記
憶
を
創
り
出
し
、
分
断
状
況
に
あ
っ
た
白
人
開
拓
者
を
文
化
的
に
統
合
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
。
具
体
的
に
は
、
航
海
の
歴
史
、
ケ
ー
プ
の
歴
史
、
「
グ
レ
ー
ト
・
ト
レ
ッ
ク
」
、
ア
フ
リ
カ
人
の
歴
史
を
素
材
と
し
て
、
「
和
解
」
の

神
話
の
創
出
に
適
進
し
た
。
第
二
次
南
ア
戦
争
等
、
開
拓
者
の
内
部
対
立
を
煽
る
素
材
は
排
除
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
表
象
も
登
場
す
る

が
、
そ
れ
は
「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
位
相
を
と
っ
て
表
れ
る
。
ま
た
「
和
解
」
の
神
話
は
、
長
期
に
わ
た
り
命
脈
を
保
っ
て

い
っ
た
。

　
本
稿
は
、
先
行
研
究
が
三
つ
の
視
座
l
l
白
人
間
の
「
和
解
」
を
基
調
と
す
る
国
民
国
家
創
出
、
白
人
の
「
白
人
化
」
、
白
人
開
拓
者
の
政

治
文
化
一
を
欠
く
点
を
問
題
と
し
て
立
論
し
た
。
お
わ
り
に
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
第
一
の
、
白
人
間
の
「
和
解
」
を
基
調
と
す
る
国
民
国
家
創
出
、
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
連
邦
結
成
の
一
九
一
〇
年
と
、
ポ
ス
ト
・
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
期
の
今
日
と
を
対
比
し
た
。
確
か
に
自
人
間
、
人
種
間
と
、
両
者
の
「
和
解
」
の
性
質
は
相
違
す
る
。
し
か
し
両
者
は
、
国
民
国
家

の
構
成
原
理
と
し
て
、
「
多
文
化
主
義
」
を
採
用
す
る
点
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
多
人
種
と
い
う
南
ア
社
会
の
歴
史
的
特
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質
を
も
反
映
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　
第
二
の
、
白
人
の
「
白
人
化
」
、
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
関
心
が
人
種
差
別
の
側
面
に
の
み
偏
る
こ
と
を
問
題
即
し
た
。
連
邦

結
成
に
際
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
に
対
す
る
差
別
の
克
服
と
、
有
色
人
種
に
対
す
る
差
別
と
が
同
時
に
進
行
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
見
方
に

よ
っ
て
は
矛
盾
と
も
い
え
、
過
程
の
複
雑
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
第
三
の
、
白
人
開
拓
者
の
政
治
文
化
、
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
関
心
が
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
側
面
に
の
み
偏
る
こ
と
を
問
題

畏
し
た
。
自
人
開
拓
者
の
政
治
文
化
に
対
す
る
帝
国
支
配
の
影
響
を
、
キ
ン
ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
と
い
う
回
路
を
通
し
て
の
み
見
よ
う
と
す
る
の
は
、

短
絡
的
に
過
ぎ
る
。
帝
国
支
配
の
影
響
は
、
ケ
ー
プ
植
民
地
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
本
稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
全
て
に
答
え
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
残
る
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
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The　Unification　of　South　Africa　and　the　lnvention　of　“Reconciliation”

by

HoRluCHI　Takaytiki

In　tke　aftermath　of　the　Second　South　Afrrican　War　of　1899－1902，　the　British

colonies　of　Cape，　Natal，　Transvaal　and　Orange　created　the　Union　of　South　Africa

in　1910．　This　act　of　union　served　as　a　means　of　culturai　integration　among　white

South　Africans，　which　also　led　to　the　inveRt’奄盾氏@of　the　notion　of　recoRciliatioR，　the

nation　state，　the　whiteness　ar｝d　the　poiitical　culture　of　colonists．

　　Of　the　four　colonies，　historical　researches，　both　tiberal　and　neo－Marxiar｝，　have

centered　on　Transvaal，　where　tlte　notioR　of　unification　originated．　Nevertheless，

in　Transvaai，　the　post－war　Anglicization　policy　of　the　British　Empire　enhanced

Afrikaner　nationatism，　and　made　the　notion　of　reconclliation　irnpossible　there，　as

well　as　in　the　jingoistic　Natal　province，　and　the　Orange　province，　an　origin　of

A丘ikaner　na盤onalism．　By　contrast，　a　strong　sense　of　provincial　identi亡y　was

deeply　rooted　in　Cape，　and　Ro　idea　of　unification　ernerged　from　tltere．　Cape　had，

however，　a　history　of　alliance　with　the　English　and　the　Dutch，　which　was

coRsolidated　in　the　nineteenth　century　by　Cecil　Jorui　Rhodes，　the　pime　minister　of

this　colony，　aRd　George　McCali　Theal，　the　colonial　historiographer．　This　unusual

background　caused　Cape　to　originate　the　notion　of　reconcthation．

　　The　“Closer　Union　Movement”　in　the　unification　era　made　these　ideals　of

reconcikation　accessible　to　the　other　regions．　The　State，　the　only　journal

circulated　throughout　ail　of　South　Africa，　advocated　cultural　integration　arnong

white　colonists　by　inventing　collective　memories．　This　joumal　not　oniy

emphasized　historical　ardcles　about　the　colonists’　voyages　from　Europe　to　Africa，

Cape　Dutch　architecture，　Rhodes’　“from　Cape　to　Cairo”　policy，　Afrikaners’　Great

Trek　and　native　Atiricans，　but　also　excluded　conflicts　such　as　the　South　African

war．　This　journal　also　established　British　“Imperial　mind”　which　became　the

bedrock　of　colonial　nationalism．　Such　representations　of　reconcthation　were

continued　by　the　white　South　African　state　untit　the　end　of　apartheid　of　1994．
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